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Abstract 
The purpose of this paper is to compare various texts of the Shin-gū poetry contest and provide notes on the poems 

and judgements given in the contest. The poems were selected in the third month of the first year (1201) in the Kennin 
period. It was just before the compilation of the Shin-Kokin Waka-shū got into full swing. This contest was undertaken 
by Gotoba-no-in, who was later to order the compilation of the Shin-Kokin Waka-shū. The central figures of the 
Shin-Kokin Waka-shū selection participated in this contest. The participants made criticisms of each other’s works 
anonymously.  Nine works from the contest were later included in the Shin-Kokin Waka-shū. Therefore a careful 
interpretation of each poem of the contest is also essential to understand the Shin-Kokin Waka-shū. 
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一 

新
宮
撰
歌
合
は
、
建
仁
元
年
一
二
〇
一 

三
月
二
九
日
に
、
二
条
殿
御
所
で
、
後
鳥

羽
院
が
主
催
し
た
歌
合
で
あ
る
。
そ
の
四
ヶ
月
後
の
七
月
二
六
日
に
は
、
新
古
今
集

編
纂
に
関
わ
る
和
歌
所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
歌
合
は
、
六
条
家
系
歌
人

は
後
退
し
、
和
歌
所
寄
人
と
な
る
良
経
・
通
親
・
慈
円
・
俊
成
（
釈
阿
）
・
具
親
・

長
明
・
隆
信
、
撰
者
と
な
る
通
具
・
有
家
・
定
家
・
家
隆
・
雅
経
・
寂
蓮
、
和
歌
所

開
闔
と
な
る
家
長
ら
、
新
古
今
集
撰
集
の
主
力
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ

て
お
り
、
俊
成
の
判
詞
も
そ
の
意
味
で
注
目
さ
れ
る
点
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
（
松

野
陽
一
『
藤
原
俊
成
の
研
究
』
昭
和
四
八
年
三
月 
笠
間
書
院
）
。
本
歌
合
か
ら
は

新
古
今
集
に
九
首
が
入
集
し
て
い
る
。 

成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
明
月
記
同
年
三
月
二
二
日
・
二
七
日
～
二
九
日
条
に

詳
し
い
。
定
家
の
記
述
は
右
方
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
左
方
も
同
様
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。
撰
歌
は
左
右
に
分
か
れ
て
な
さ
れ
、
初
め
に
作
者
を
隠
し
て
撰
歌

し
た
。
次
に
撰
ば
れ
た
歌
の
み
に
作
者
を
付
し
、
歌
人
な
ど
勘
案
し
て
調
整
し
、
左

右
各
三
六
首
、
計
七
二
首
を
選
ん
で
、
結
番
し
た
。
歌
題
ご
と
に
歌
数
を
調
整
し
て

い
な
い
の
で
、
左
右
異
題
で
結
番
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
作
者
の

名
を
隠
し
て
評
定
が
行
わ
れ
た
。
判
者
は
俊
成
、
定
家
が
書
記
を
勤
め
た
。 

こ
の
作
者
隠
名
、
褒
貶
と
い
う
条
件
で
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
、
新
古
今
歌
人

た
ち
の
姿
勢
や
好
尚
を
考
え
る
点
で
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
有
吉
保
『
新
古

今
和
歌
集
の
研
究
―
基
盤
と
構
成
―
』
昭
和
四
三
年
四
月 

三
省
堂
）。 

本
歌
合
が
、
新
古
今
和
歌
集
理
解
に
欠
か
せ
な
い
歌
合
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
本
歌
合
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
注
釈
と
い
う
の
は
ま
だ

な
い
。
本
稿
は
、
こ
れ
に
順
次
注
解
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
全
三
六
番
の
う
ち
、

今
回
は
七
番
ま
で
を
扱
う
。 

 

本
歌
合
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
前
掲
の
両
書
の
他
に
、
『
図
書
寮
典
籍
解
題 

続
文
学
篇
』
（
昭
和
二
五
年
三
月 

養
徳
社
）
、
峯
岸
義
秋
『
歌
合
の
研
究
』
（
昭

和
二
九
年
一
〇
月 

三
省
堂
）
、
同
『
群
書
解
題
』
（
昭
和
三
九
年
一
一
月 

続
群

書
類
従
完
成
会
）
、
後
藤
重
郎
「
歌
合
よ
り
見
た
新
古
今
和
歌
集
撰
者
選
定
に
関
す

る
一
考
察
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
八
号 

昭
和
三
五
年
二
月
）、
松
野

陽
一
『
新
編
国
歌
大
観
』
解
題
（
昭
和
六
二
年
四
月 

角
川
書
店
）
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
影
印
本
と
し
て
は
山
本
一
編
『
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵 

仙
洞
十
人
歌
合

他
二
種 

神
宮
文
庫
蔵 

建
仁
歌
合
』
（
平
成
元
年
一
一
月 

和
泉
書
院
）
が
出
て

い
る
。
松
野
氏
に
よ
れ
ば
、
朝
原
則
夫
氏
に
よ
る
未
刊
校
本
原
稿
が
存
在
す
る
よ
し

で
あ
る
。
多
く
の
伝
本
が
あ
る
が
、
す
べ
て
同
一
系
統
本
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（松
野
氏
前
掲
両
書
）。 

『
新
編
国
歌
大
観
』
の
底
本
は
、
流
布
本
と
し
て
の
善
本
と
し
て
国
立
公
文
書
館

内
閣
文
庫
な
ど
に
蔵
さ
れ
る
貞
享
二
年
刊
『
歌
合
部
類
』
本
を
採
用
し
て
い
る
。
現

段
階
で
、
底
本
と
す
べ
き
卓
越
し
た
写
本
を
見
出
し
が
た
い
状
況
で
あ
る
の
で
、
本

稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
そ
れ
に
倣
い
、
他
本
で
校
合
し
て
、
本
文
を
検
討
し
つ
つ
、
注

釈
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
刊
本
は
内
閣
文
庫
本
（
二
○
一
・
一
四
七
）
を

用
い
た
。
校
合
し
た
写
本
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
書
名
の
下
の
記
号
は
所
蔵
者
の

整
理
番
号
で
あ
る
。
→
印
の
下
に
本
稿
で
の
略
称
を
示
す
。
校
異
は
、
和
歌
に
つ
い

て
は
す
べ
て
掲
げ
る
が
、
複
数
の
写
本
が
同
じ
本
文
で
あ
る
場
合
、
用
字
に
つ
い
て

は
先
頭
に
掲
げ
る
も
の
に
従
う
。
和
歌
以
外
の
部
分
（
難
陳
、
判
詞
）
の
校
異
に
つ

い
て
は
、
細
か
い
異
同
が
多
く
煩
雑
を
極
め
る
た
め
、
私
意
に
よ
り
主
要
な
部
分
の

み
を
和
歌
の
校
異
の
後
に
記
す
こ
と
に
す
る
。
目
次
・
集
付
・
歌
題
・
作
者
名
の
校

異
は
省
略
す
る
。 

宮
内
庁
書
陵
部
本 

 

五
○
一
・
五
八
四 

→ 

宮 

新
宮
撰
歌
合 

建
仁
元
年
三
月 

全
注
解
稿
（
一
） 

 

情
報
科
学
部 

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科 

 
 

奥 

野 
 

陽 

子 
 

（
二
〇
〇
八
年
九
月
二
九
日
受
理
） 
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京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
（
前
掲 

和
泉
書
院
影
印
叢
刊
73
に
よ
る
） 

 

特
貴
八
三
一
・
五
一 

→ 

京 

水
府
明
徳
会
彰
考
館
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真
に
よ
る
） 

 
巳
・
一
二 

→ 

彰 
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真
に
よ
る
） 

 

二
○
一
・
二
〇
九 

→ 

内 

刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
本
（
同
右
）
一
六
七
一 

→ 

刈 

神
宮
文
庫
本
（
同
右
）
三
・
九
八
二 

→ 

神 

島
根
大
学
附
属
図
書
館
桑
原
文
庫
本
（
同
右
）
九
一
一
、
一
八
・
Ｓ
ｈ
六
二 

 

→ 

桑 

祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
本
（
同
右
）
六
・
二
─
二
・
一
二
七
四 

 
 
 

（
資
料
館
書
誌
Ｉ
Ｄ
一
〇
〇
一
八
六
〇
六
二
） 

→ 

中
一 

祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
本
（
同
右
）
六
・
二
─
二
・
一
二
七
四 

 
 

（
資
料
館
書
誌
Ｉ
Ｄ
一
〇
〇
一
八
六
〇
六
四
） 

→ 

中
二 

熊
本
大
学
付
属
図
書
館
北
岡
文
庫
本
（
同
右
）
一
○
七
・
三
六
・
七 

→ 

北 

篠
山
市
立
青
山
歴
史
村
本
（
同
右
）
二
五
○ 

→ 

青
一 

篠
山
市
立
青
山
歴
史
村
本
（
同
右
）
一
九
一 

→ 

青
二 

肥
前
嶋
原
松
平
文
庫
本
（
同
右
）
一
三
八
・
五
三 

→ 

松 

本
文
の
校
訂
は
、
底
本
が
明
ら
か
に
誤
写
・
誤
脱
し
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限

り
、
そ
の
旨
を
校
異
の
欄
に
示
す
。 

本
文
は
、
読
解
の
便
宜
上
、
次
の
よ
う
に
処
置
し
た
。 

・
用
字
は
通
行
字
体
に
改
め
た
。 

・
仮
名
遣
い
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
異
な
る
場
合
に
は
、
歴
史

的
仮
名
遣
い
を
（ 

）
に
入
れ
て
傍
記
し
た
。 

・
私
意
に
よ
り
清
濁
を
区
別
し
、
句
読
点
・
「 

」
等
を
付
し
た
。 

・
仮
名
に
は
、
適
宜
漢
字
を
宛
て
た
が
、
底
本
の
仮
名
表
記
を
振
り
仮
名
と
し
て
残

し
た
。 

・
反
復
記
号
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。
但
し
、
品
詞
の
変
わ
る
場
合
と
、
漢
字
を
宛

て
る
こ
と
で
送
り
仮
名
と
な
っ
た
場
合
は
仮
名
に
改
め
、
記
号
は
振
り
仮
名
と
し 

て
残
し
た
。 

・
難
読
漢
字
そ
の
他
に
は
、
（ 

）
内
に
読
み
を
記
し
、
漢
文
体
の
箇
所
に
は
訓
点
を

施
し
た
。 

・
底
本
の
改
行
と
は
無
関
係
に
、
難
陳
と
判
詞
の
箇
所
で
改
行
し
た
。
ま
た
、
一
行

空
き
に
す
る
な
ど
、
割
付
を
多
少
変
更
し
た
箇
所
が
あ
る
。 

・
和
歌
に
は
、
新
編
国
歌
大
観
番
号
を
付
し
た
。 

・
注
釈
は
、
校
異
・
他
出
文
献
・
通
釈
・
本
歌
の
順
に
掲
出
し
、
そ
の
後
に
○
を
付
し
て
、

語
や
句
を
挙
げ
、
語
釈
に
と
ど
ま
ら
ぬ
、
一
首
の
詞
続
き
や
修
辞
な
ど
か
ら
生
じ
る
意

味
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
さ
ら
に
補
説
や
考
察
が
あ
る
場
合
は
▽
以
下
に
記
し
た
。 

・
引
用
は
、
和
歌
・
漢
詩
・
歌
合
等
は
新
編
国
歌
大
観
、
古
来
風
体
抄
等
の
歌
学
書

は
日
本
歌
学
大
系
、
伊
勢
物
語
等
の
物
語
類
は
新
編
小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集

に
拠
っ
た
。
但
し
、
私
意
に
よ
り
表
記
を
改
め
た
場
合
が
あ
る
。 

  
 

 
 

二 

新
宮
撰
歌
合 

 
 

建
仁
元
年
三
月
二
十
九
日 

 
 
 
 
 
 
 

 

作
者
隠
名 

 

褒
貶 

 

題 

 
 

霞
隔
遠
樹 

羇
中
見
花 

雨
後
郭
公 

 
 

松
下
晩
涼 

山
家
秋
月 

湖
上
暁
霧 

 
 

嵐
吹
寒
草 

雪
似
白
雲 

遇
不
逢
恋 

 
 

寄
神
祇
祝 

  
 

左
方 

 

左
大
臣 

後
京
極
良
経 

 

内
大
臣 

通
親 

 
 

権
中
納
言
公
継 

 

釈
阿 

 
 
 
 
 

 

越
前 

嘉
陽
門
院
官
女  

散
位
隆
信 

 

左
近
衛
中
将
通
具 

 

散
位
有
家 

 
 

 

散
位
保
季 

 

上
総
介
家
隆 

 
 

 

寂
蓮 

 
 

 
 

 

鴨
長
明 

禰
宜
長
継
男 

 

賀
茂
季
保 

 
 

右
方 

 
女
房 
後
鳥
羽
院 

 
 

 

前
権
僧
正
慈
円 

 

権
大
納
言
忠
良 

 

権
中
納
言
兼
宗 

 
 

参
議
公
経 

 
 

 

太
宰
大
弐
範
光 

 

宮
内
 
師
光
女

後
鳥
羽
院
官
女 

 

讃
岐 

頼
政
女

二
条
院
官
女 

 

丹
後 

頼
行
女

宜
秋
門
院
官
女 

 

左
近
衛
権
中
将
定
家 

左
近
衛
権
少
将
雅
経 

 

左
兵
衛
佐
具
親 

 
 

右
馬
助
家
長 
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読
師 

 
 

左
方 

 
 

左
近
衛
中
将
通
具 

 
 

 
 
 

 

右
方 

 
 

参
議
公
経 

 
講
師 

 
 

左
方 

 
 

上
総
介
家
隆 

 
 

 
 
 

 

右
方 

 
 

左
近
衛
権
少
将
雅
経 

 
 

 
判
者 

皇
太
后
宮
大
夫
入
道
釈
阿 

 ○
作
者
略
歴 

左
方 左

大
臣
―
―
後
京
極
（
藤
原
）
良
経
。
嘉
応
元
年
一
一
六
九

―
元
久
三
年
一
二
〇
六 

三
月
七
日
、
三
八
歳
。
本
歌
合
当
時
三
三
歳
。
摂
家
相
続
流
、
関
白
太
政
大
臣

九
条
兼
実
二
男
。
母
は
藤
原
季
行
女
。
慈
円
の
甥
。
従
一
位
摂
政
太
政
大
臣
に

至
る
。
和
歌
所
寄
人
。
新
古
今
集
仮
名
序
筆
者
。
家
集
は
秋
篠
月
清
集
。
新
古

今
集
に
七
九
首
入
集
。
千
載
集
初
出
。 

内
大
臣
―
―
土
御
門
内
大
臣
。
源
通
親
。
久
安
五
年
一
一
四
九

―
建
仁
二
年
一
二
〇
二 

五
四
歳
。
当
時
五
三
歳
。
村
上
源
氏
。
内
大
臣
源
雅
通
長
男
。
母
は
藤
原
行
兼

（
長
信
）
女
。
正
二
位
内
大
臣
に
至
る
。
和
歌
所
寄
人
。
後
白
河
か
ら
土
御
門

ま
で
七
代
の
天
皇
に
仕
え
、
後
鳥
羽
院
治
世
下
で
政
界
に
権
勢
を
得
た
。
和
歌

は
六
条
季
経
に
師
事
。
新
古
今
集
に
六
首
入
集
。
千
載
集
初
出
。 

権
中
納
言
公
継
―
―
藤
原
公
継
。
安
元
元
年
一
一
七
五

―
嘉
禄
三
年
一
二
二
七 

一
月

三
〇
日
、
五
三
歳
。
当
時
二
七
歳
。
北
家
公
季
流
、
左
大
臣
藤
原
実
定
男
。
母

は
上
西
門
院
女
房
備
後
。
従
一
位
左
大
臣
に
至
る
。
新
古
今
集
に
五
首
入
集
。

新
古
今
集
初
出
。 

釈
阿
―
―
藤
原
俊
成
。
初
名
顕
広
、
釈
阿
は
法
名
。
永
久
二
年
一
一
一
四

―
元
久
元

年
一
二
〇
四 

一
一
月
三
〇
日
、
九
一
歳
。
当
時
、
八
八
歳
。
北
家
長
家
流
、
権

中
納
言
俊
忠
の
三
男
。
母
は
藤
原
敦
家
女
。
一
〇
歳
で
父
と
死
別
後
、
葉
室
家

の
養
子
と
な
り
、
五
三
歳
で
本
流
に
復
す
。
正
三
位
皇
太
后
宮
大
夫
に
至
る
。

歌
壇
の
重
鎮
と
し
て
新
古
今
歌
風
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
和
歌
所

寄
人
。
千
載
集
撰
者
。
家
集
は
長
秋
詠
藻
。
歌
論
書
は
古
来
風
体
抄
。
新
古
今

集
に
七
二
首
入
集
。
詞
花
集
初
出
。 

越
前
―
―
大
中
臣
公
親
女
。
生
没
年
未
詳
。
建
長
元
年
一
二
四
九 

に
は
生
存
。
初

め
後
鳥
羽
院
生
母
七
条
院
殖
子
に
、
後
に
後
鳥
羽
院
皇
女
嘉
陽
門
院
礼
子
に
仕

え
た
。
後
鳥
羽
院
に
抜
擢
さ
れ
、
新
古
今
集
に
七
首
入
集
。
新
古
今
集
初
出
。 

散
位
隆
信
―
―
藤
原
隆
信
。
康
治
元
年
一
一
四
二

―
元
久
二
年
一
二
〇
五 

二
月
二
七

日
、
六
四
歳
。
当
時
六
〇
歳
。
北
家
長
良
流
。
皇
后
宮
少
進
為
経
（
寂
超
）

男
。
母
は
藤
原
親
忠
女
（
美
福
門
院
加
賀
。
俊
成
と
再
婚
し
、
成
家
・
定
家
を

生
む
）
。
正
四
位
下
右
京
権
大
夫
に
至
る
。
和
歌
所
寄
人
。
隆
信
集
（
家
集
）、

う
き
な
み
（
物
語
、
散
逸
）
、
弥
世
継
（
歴
史
物
語
、
散
逸
）
の
作
者
で
、
似

絵
の
名
手
で
も
あ
る
。
新
古
今
集
に
三
首
入
集
。
千
載
集
初
出
。 

左
近
衛
中
将
通
具
―
―
源
通
具
。
承
安
元
年
一
一
七
一

―
安
貞
元
年
一
二
二
七 

九
月

二
日
、
五
七
歳
。
当
時
三
一
歳
。
村
上
源
氏
。
土
御
門
内
大
臣
源
通
親
二
男
。

母
は
平
教
盛
女
。
正
二
位
大
納
言
に
至
る
。
俊
成
女
と
結
婚
し
た
が
、
正
治
元

年
一
一
九
九

頃
父
の
指
示
で
承
明
門
院
妹
按
察
局
信
子
を
嫡
妻
と
し
た
。
和
歌
所

寄
人
、
同
別
当
。
新
古
今
集
撰
者
。
新
古
今
集
に
一
七
首
入
集
。
新
古
今
集
初

出
。 

散
位
有
家
―
―
藤
原
有
家
。
久
寿
二
年
一
一
五
五

―
建
保
四
年
一
二
一
六 

四
月
一
一

日
、
六
二
歳
。
当
時
四
七
歳
。
北
家
末
茂
流
。
太
宰
大
弐
重
家
三
男
。
母
は
藤

原
家
成
女
。
従
三
位
大
蔵

に
至
る
。
六
条
藤
家
の
有
力
歌
人
で
あ
っ
た
が
、

御
子
左
家
が
歌
壇
の
中
心
と
な
っ
て
か
ら
も
地
位
を
失
わ
な
か
っ
た
。
和
歌
所

寄
人
。
新
古
今
撰
者
。
新
古
今
集
に
一
九
首
入
集
。
千
載
集
初
出
。 

散
位
保
季
―
―
藤
原
保
季
。
承
安
元
年
一
一
七
一

―
没
年
未
詳
。
当
時
三
一
歳
。
北

家
末
茂
流
。
太
宰
大
弐
重
家
男
で
叔
父
季
経
の
養
子
と
な
る
。
母
は
藤
原
家
成

女
。
非
参
議
従
三
位
左
馬
権
頭
に
至
る
。
新
古
今
集
に
三
首
入
集
。
新
古
今
集

初
出
。 

上
総
介
家
隆
―
―
藤
原
家
隆
。
保
元
三
年
一
一
五
八

―
嘉
禎
三
年
一
二
三
七 

四
月
九

日
、
八
〇
歳
。
当
時
五
九
歳
。
北
家
良
門
流
。
権
中
納
言
光
隆
二
男
。
母
は
藤

原
実
兼
女
。
建
永
元
年
一
二
一
六 

宮
内

、
文
暦
二
年
一
二
三
五 

従
二
位
に
至

る
。
和
歌
所
寄
人
。
新
古
今
集
撰
者
。
家
集
は
壬
二
集
（
玉
吟
集
）
。
承
久
の

乱
で
後
鳥
羽
院
が
隠
岐
に
配
流
さ
れ
た
後
も
、
後
鳥
羽
院
と
交
流
を
続
け
た
。

新
古
今
集
に
四
三
首
入
集
。
千
載
集
初
出
。 

寂
蓮
―
―
俗
名
藤
原
定
長
。
保
延
五
年
一
一
三
九

頃
―
建
仁
二
年
一
二
〇
二 

七
月
二

〇
日
、
六
四
歳
か
。
当
時
六
三
歳
か
。
北
家
長
家
流
、
俊
成
の
兄
弟
阿
闍
梨

俊
海
男
。
母
未
詳
。
一
時
、
俊
成
の
猶
子
で
あ
っ
た
。
従
五
位
上
中
務
少
輔

に
至
る
。
承
安
二
年
一
一
七
二 

頃
出
家
。
和
歌
所
寄
人
。
新
古
今
集
撰
者
と
な
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っ
た
が
、
撰
進
以
前
に
没
。
家
集
は
寂
蓮
集
。
新
古
今
集
に
三
五
首
入
集
。

千
載
集
初
出
。 

鴨
長
明
―
―
法
名
、
蓮
胤
。
生
年
未
詳
（
一
説
に
久
寿
二
年
一
一
五
五

）
―
建
保
四

年
一
二
一
六 

閏
六
月
八
日
、
六
二
歳
か
。
当
時
四
七
歳
か
。
鴨
御
祖
神
社
禰
宜

鴨
長
継
男
。
従
五
位
下
に
至
る
。
和
歌
の
師
は
俊
恵
。
和
歌
所
寄
人
。
元
久
元

年
一
二
〇
四 

出
家
、
大
原
に
隠
棲
、
そ
の
後
日
野
に
移
り
方
丈
記
を
著
す
。
家

集
に
鴨
長
明
集
、
そ
の
他
に
無
名
抄
、
発
心
集
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。
新
古
今

集
に
一
〇
首
入
集
。
千
載
集
初
出
。 

賀
茂
季
保
―
―
生
没
年
未
詳
。
賀
茂
重
保
男
。
新
古
今
集
に
一
首
入
集
（
一
七
七

三 

但
し
父
重
保
の
歌
と
す
る
本
あ
り
）。
新
古
今
集
初
出
。 

右
方 女

房
―
―
後
鳥
羽
院
の
こ
と
。
治
承
四
年
一
一
八
〇 

七
月
一
五
日
（
一
四
日
と
も
）

―
延
応
元
年
一
二
三
九 

二
月
二
二
日
、
六
〇
歳
。
当
時
、
二
二
歳
。
第
八
二
代

天
皇
。
高
倉
天
皇
皇
子
。
母
は
藤
原
信
隆
女
、
殖
子
（
七
条
院
）
。
寿
永
二
年

一
一
八
三 

践
祚
、
建
久
九
年
一
一
九
九 

譲
位
し
、
院
政
を
開
始
す
る
。
承
久
三
年

一
二
二
一

、
承
久
の
乱
に
敗
れ
、
出
家
。
隠
岐
に
配
流
と
な
り
、
同
地
で
没
し

た
。
正
治
二
年
一
二
〇
〇 

よ
り
院
歌
壇
の
主
催
者
、
実
作
者
と
し
て
活
動
し
、

新
古
今
集
撰
集
を
下
命
、
自
ら
も
精
選
に
当
た
る
。
新
古
今
集
を
隠
岐
で
改
訂

（
隠
岐
本
新
古
今
集
）
。
歌
論
に
後
鳥
羽
院
御
口
伝
、
家
集
に
後
鳥
羽
院
御
集

が
あ
る
。
新
古
今
集
に
三
三
首
入
集
。
新
古
今
集
初
出
。 

前
権
僧
正
慈
円
―
―
俗
性
藤
原
。
法
名
は
初
め
道
快
。
諡
号
、
慈
鎮
。
久
寿
二
年

一
一
五
五 

四
月
一
五
日
―
嘉
禄
元
年
一
二
二
五 

九
月
二
五
日
、
七
一
歳
。
当
時
、

四
七
歳
。
摂
家
相
続
流
。
関
白
太
政
大
臣
忠
通
男
。
母
は
藤
原
仲
光
女
。
兼
実

の
同
母
弟
。
良
経
の
叔
父
。
天
台
座
主
を
四
度
勤
め
る
。
後
白
河
院
、
後
鳥
羽

院
の
護
持
僧
。
和
歌
所
寄
人
。
家
集
は
拾
玉
集
。
愚
管
抄
の
著
者
。
新
古
今
集

に
九
二
首
入
集
。
千
載
集
初
出
。 

権
大
納
言
忠
良
―
―
近
衛
（
藤
原
）
忠
良
。
長
寛
二
年
一
一
六
四

―
嘉
禄
元
年
一
二
二
五 

五
月
一
六
日
、
六
二
歳
。
当
時
三
八
歳
。
摂
家
相
続
流
。
六
条
摂
政
基
実
二

男
。
母
は
藤
原
顕
輔
女
。
正
二
位
大
納
言
に
至
る
。
新
古
今
集
に
五
首
入
集
。

千
載
集
初
出
。 

権
中
納
言
兼
宗
―
―
藤
原
兼
宗
。
長
寛
元
年
一
一
六
三

―
仁
治
三
年
一
二
四
二 

九
月

三
日
、
八
〇
歳
。
当
時
三
九
歳
。
北
家
師
実
流
。
内
大
臣
中
山
忠
親
男
。
母
は

藤
原
光
房
女
。
正
二
位
大
納
言
に
至
る
。
新
古
今
集
に
二
首
入
集
。
千
載
集
初

出
。 

参
議
公
経
―
―
西
園
寺
（
藤
原
）
公
経
。
承
安
元
年
一
一
七
一

―
寛
元
二
年
一
二
四
四 

八
月
二
九
日
、
七
四
歳
。
当
時
三
一
歳
。
北
家
公
季
流
。
西
園
寺
実
宗
二
男
。

母
は
藤
原
基
家
女
。
姉
が
定
家
室
。
従
一
位
太
政
大
臣
に
至
る
。
鎌
倉
幕
府
縁

辺
の
者
と
し
て
、
承
久
の
乱
で
は
内
通
し
、
後
鳥
羽
院
方
の
敗
北
を
導
い
た
。

新
古
今
集
に
一
〇
首
入
集
。
新
古
今
集
初
出
。 

太
宰
大
弐
範
光
―
―
藤
原
範
光
。
久
寿
二
年
一
一
五
五

―
建
暦
三
年
一
二
一
三 

四
月

五
日
、
五
九
歳
（
六
〇
歳
と
も
）
。
当
時
四
七
歳
（
四
八
歳
）。
南
家
貞
嗣
流
。

刑
部

範
兼
男
。
母
源
俊
重
女
。
従
二
位
民
部

兼
春
宮
権
大
夫
に
至
る
。
新

古
今
集
に
二
首
入
集
。
新
古
今
集
初
出
。 

宮
内

―
―
生
没
年
未
詳
。
文
治
元
年
一
一
八
五 

頃
―
元
久
二
年
一
二
〇
五 

頃
、
二

〇
歳
く
ら
い
か
。
当
時
一
七
歳
か
。
右
京
権
大
夫
源
師
光
女
。
母
は
巨
勢
宗
茂

女
、
後
白
河
院
安
芸
。
後
鳥
羽
院
女
房
。
院
に
抜
擢
さ
れ
、
院
歌
壇
の
新
星
と

し
て
活
躍
。
新
古
今
集
に
は
一
五
首
入
集
。
新
古
今
集
初
出
。 

讃
岐
―
―
生
没
年
未
詳
。
永
治
元
年
一
一
四
一 

頃
―
建
保
五
年
一
二
一
七 

頃
、
七
七

歳
く
ら
い
か
。
当
時
六
〇
歳
く
ら
い
か
。
右
京
権
大
夫
源
頼
政
女
。
二
条
天
皇

に
出
仕
。
崩
御
後
、
藤
原
重
頼
の
妻
と
な
る
。
建
久
年
間
に
、
後
鳥
羽
中
宮
任

子
（
宜
秋
門
院
）
に
再
出
仕
。
家
集
は
二
条
院
讃
岐
集
。
新
古
今
集
に
は
一
六

首
入
集
。
千
載
集
初
出
。 

丹
後
―
―
生
没
年
未
詳
。
建
永
二
年
一
二
〇
七 

ま
で
は
生
存
。
蔵
人
大
夫
源
頼
行

女
。
頼
政
の
姪
で
、
二
条
院
讃
岐
の
従
姉
妹
。
は
じ
め
九
条
兼
実
に
仕
え
て
、

摂
政
家
丹
後
と
呼
ば
れ
、
正
治
頃
か
ら
宜
秋
門
院
任
子
（
兼
実
女
）
に
仕
え

る
。
新
古
今
集
に
九
首
入
集
。
千
載
集
初
出
。 

左
近
衛
権
中
将
定
家
―
―
藤
原
定
家
。
応
保
二
年
一
一
六
二

―
仁
治
二
年
一
二
四
一 

八
月
二
〇
日
、
八
〇
歳
。
当
時
四
〇
歳
。
北
家
長
家
流
。
俊
成
の
二
男
。
母
は

藤
原
親
忠
女
（
美
福
門
院
加
賀
）
。
正
二
位
権
中
納
言
に
至
る
。
和
歌
所
寄

人
。
新
古
今
集
撰
者
。
新
勅
撰
集
撰
者
。
家
集
は
拾
遺
愚
草
。
近
代
秀
歌
、
詠

歌
大
概
、
定
家
八
代
抄
、
百
人
秀
歌
、
顕
註
密
勘
な
ど
、
歌
論
の
著
作
も
多

い
。
日
記
は
明
月
記
。
新
古
今
集
に
は
四
六
首
入
集
。
千
載
集
初
出
。 

左
近
衛
権
少
将
雅
経
―
―
飛
鳥
井
（
藤
原
）
雅
経
。
嘉
応
二
年
一
一
七
〇

―
承
久
三

年
一
二
二
一 

三
月
一
一
日
、
五
二
歳
。
当
時
三
二
歳
。
北
家
師
実
流
。
刑
部

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頼
経
二
男
。
母
は
源
顕
雅
女
。
従
三
位
参
議
に
至
る
。
飛
鳥
井
流
蹴
鞠
の
祖
。

文
治
五
年
一
一
八
九 

父
の
伊
豆
配
流
以
後
、
鎌
倉
下
向
。
建
久
八
年
一
一
九
七 

後

鳥
羽
院
の
命
で
蹴
鞠
会
出
席
の
た
め
上
洛
。
院
近
習
と
な
る
。
和
歌
所
寄
人
。

新
古
今
集
撰
者
。
家
集
は
明
日
香
井
集
、
革
匊
別
記
、
蹴
鞠
略
記
の
蹴
鞠
書
が

あ
る
。
新
古
今
集
に
二
二
首
入
集
。
新
古
今
集
初
出
。 

左
兵
衛
佐
具
親
―
―
源
具
親
。
生
没
年
未
詳
。
弘
長
二
年
一
二
六
二 

ま
で
は
生

存
。
村
上
源
氏
。
右
京
権
大
夫
師
光
男
。
母
は
巨
勢
宗
茂
女
、
後
白
河
院
安

芸
。
宮
内

の
兄
。
従
四
位
下
左
近
少
将
に
至
る
。
正
治
二
年
一
二
〇
〇 

、
妹

同
様
に
院
側
近
歌
人
の
一
人
と
な
る
。
新
古
今
集
に
七
首
入
集
。
新
古
今
集

初
出
。 

右
馬
助
家
長
―
―
源
家
長
。
生
年
未
詳
―
文
暦
元
年
一
二
三
四

、
六
〇
余
歳
か
。
当

時
、
二
七
歳
く
ら
い
か
。
醍
醐
源
氏
。
大
膳
亮
時
長
男
。
母
未
詳
。
妻
は
後
鳥

羽
院
下
野
（
信
濃
）
。
従
四
位
上
但
馬
守
に
至
る
。
和
歌
所
開
闔
と
し
て
、
新

古
今
集
撰
進
の
実
務
を
担
当
し
た
。
源
家
長
日
記
が
伝
わ
る
。
新
古
今
集
に
三

首
入
集
。
新
古
今
集
初
出
。 

 ○
読
師
―
―
和
歌
の
披
講
を
指
導
し
、
懐
紙
な
ど
を
講
師
に
渡
す
役
。 

○
講
師
―
―
和
歌
を
披
講
す
る
役
。 

○
判
者
―
―
左
右
の
歌
の
優
劣
に
つ
い
て
批
評
・
判
定
を
下
す
役
。 

  

一
番 

 
 

霞
隔
遠
樹 

 
 

 

左 

持 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

内
大
臣 

１ 

も 

（
い
づ
）

え
出
る

こ
ず
ゑ

梢
は
峰
の
草
葉
に
て
野
べ
の
煙
と
た
つ
霞
か
な 

 
 

 

右 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

女
房 

２ 

浦
の
松
の

い
ろ色

や
ま
さ
る
と
春
見
れ
ば
霞
ぞ
た
て
る
志
賀

し

が

の
唐か

ら

崎 

左
歌
を
右
方
に

（
ま
う
し
て
い
は
く
）

申

 

云
、

み
ね峰

の
梢
を
草
葉
と
見
て
野
べ
の

け
ぶ
り

煙
と
霞
を
ま

が
へ
た
る
心
、
上
下
た
が
ひ
て
や
聞
ゆ
ら
ん
。
左
方

（
ち
ん
じ
ま
う
し
て
い
は
く
）

陳 

申 

云

、
ま
こ

と
に
峰
を
野
べ
と
見
る
に
は
あ
ら
ず
。
眺
望
の
こ
ゝ
ろ
に
は
詩
な
ど
に
も
つ

ね
に
い
ひ
な
ら
へ
る
事
也
。
右
歌
を
左
方
こ
と 

（
ま
う
す
む
ね
）

に
申
旨
な
し
。 

判
者
申
云
、
左
歌
、
右
難 

申 

旨

（
な
ん
じ
ま
う
す
む
ね
）

も
ふ
か
き
難
に
は
あ
ら
ず
。
右
歌 

す
が
た

、
姿

心
こ
と
に

お
も
し
ろ

面
白
し 

（
た
だ
し
）

。
但
、
か
つ
は
一
番
の
左
歌
な
れ
ば
持
と
す
べ
し
。 

【
校
異
】 

１
草
葉
に
て
―
わ
か
葉
に
て
（
中
一
・
中
二
・
松
・
桑
） 

 

野
へ
の
煙
と
―
野
辺
の
か
す
み
と
（
内
・
青
一
） 

 

た
つ
霞
か
な
―
た
つ
け
ふ
り
哉
（
内
・
青
一
） 

２
浦
の
松
の
―
う
ら
の
松
（
内
・
京
・
北
・
青
一
） 

 

い
ろ
や
ま
さ
る
と
―
風
や
ま
さ
る
と
（
内
・
青
一
） 

 

春
見
れ
は
―

け
さ
イ 

春
見
れ
は
（
宮
） 

 

霞
そ
た
て
る
―
霞
は
た
て
る
（
神
）、
か
す
み
て
た
て
る
（
内
・
青
一
） 

難
陳
・
判
詞 

 

み
ね
の
梢
を
草
葉
と
―
峰
の

一
本
無
此
字

松
梢

を
草
は
に
（
刈
） 

 

野
へ
の
け
ふ
り
と
霞
を
―
野
へ
の
煙
を
霞
と
（
宮
）
、
野
へ
の
煙
を
霞
に
（
内
・

青
一
） 

 

上
下
―
歟
下
（
内
・
青
一
） 

 

ま
こ
と
に
峰
を
野
へ
と
見
る
に
は
あ
ら
す
―
誠
峰
を
草
葉
と
み
た
る
は
（
内
・
青

一
）
、
ま
こ
と
に
峰
を
野
へ
と
見
た
る
に
は
あ
ら
す
（
京
・
刈
）
、
誠
に
峰
を
野

へ
と
見
た
る
に
あ
ら
す
（
桑
・
中
一
・
中
二
・
松
） 

 

眺
望
の
こ
こ
ろ
に
は
―
欠
脱
（
内
・
青
一
） 

 

詩
な
と
に
も
つ
ね
に
―
常
に
詩
な
と
に
も
（
内
）、
常
に
侍
る
と
に
も
（
青
一
） 

 

右
歌
を
～
ふ
か
き
難
に
は
あ
ら
す
―
欠
脱
（
内
・
青
一
） 

 

ふ
か
き
難
―
わ
か
き
難
（
神
） 

 

す
か
た
心
こ
と
に
お
も
し
ろ
し
―
心
す
か
た
こ
と
に
お
も
し
ろ
し
（
宮
）
、
心
す

か
た
と
も
に
お
も
し
ろ
し
（
刈
）、
心
姿
詞
に
面
白
し
（
内
・
青
一
） 

 

但
か
つ
は
一
番
の
左
歌
な
れ
は
―
但
し
は
ら
く
一
番
の
歌
な
れ
は
（
京
・
北
）
、

但
左
の
一
番
の
歌
な
れ
は
（
内
・
青
一
） 

【
他
出
文
献
】 

２ 

後
鳥
羽
院
御
集 

一
五
二
八
（
「
同
三
月
尽
新
宮
撰
歌
合
、
霞
隔
遠
樹
」
第
一

句
「
浦
の
松
の
」
―
「
浦
の
松
」
） 

【
通
釈
】 

一
番 

 
 

霞
、
遠
樹
を
隔
つ
（
霞
が
遠
く
の
樹
を
隔
て
る
） 

 
 
 

左 
持 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

内
大
臣
（
通
親
） 

１ 

萌
え
出
し
芽
吹
い
て
く
る
木
々
の
梢
は
、
山
の
峰
の
上
の
草
の
葉
で
あ
っ
て
、

（
一
方
麓
の
野
辺
を
見
れ
ば
）
野
辺
を
焼
く
煙
と
い
う
様
子
で
立
っ
て
い
る
霞
で
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あ
る
こ
と
よ
。 

 
 

 

右 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

女
房
（
後
鳥
羽
院
） 

２ 

浦
の
松
の
色
は
さ
ら
に
濃
く
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
、
春
に
見
る
と
、
な
ん

と
霞
が
立
っ
て
い
る
こ
と
よ
、
志
賀
の
唐
崎
よ
（
松
は
霞
に
隔
て
ら
れ
て
見
え
な

い
よ
）。 

左
歌
に
つ
い
て
、
右
方
に
お
い
て
申
し
ま
す
こ
と
に
は
、
峰
の
梢
を
草
葉
と

見
な
し
て
、
野
辺
の
煙
を
霞
と
見
ま
が
え
て
い
る
と
い
う
主
意
は
、
（
空
間
的

に
）
上
と
下
を
間
違
え
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
か
。
左
方
が
弁
明
し

て
い
う
こ
と
に
は
、
本
当
に
峰
を
野
辺
だ
と
見
て
い
る
の
で
は
な
い
の
だ
。

「
眺
望
」
と
い
う
主
題
で
は
、
漢
詩
な
ど
に
も
普
通
に
こ
の
よ
う
に
言
い
な
ら

わ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
右
歌
に
つ
い
て
、
左
方
は
特
別
に
難
点
と
し
て
申

す
旨
は
無
い
。 

判
者
が
申
し
ま
す
こ
と
に
は
、
左
歌
に
つ
い
て
は
、
右
方
が
難
じ
て
申
す
主

旨
も
、
大
し
て
深
い
難
点
で
は
な
い
。
右
歌
は
、
歌
の
姿
も
心
も
特
別
に
面
白

い
。
但
し
、
ひ
と
ま
ず
、
一
番
の
左
歌
（
は
勝
つ
の
が
な
ら
い
）
で
あ
る
か

ら
、
引
き
分
け
と
す
る
の
が
よ
か
ろ
う
。 

【
本
歌
】 

２ 

と
き
は
な
る
松
の
緑
も
春
く
れ
ば
今
ひ
と
し
ほ
の
色
ま
さ
り
け
り
（
「
寛
平
御

時
后
宮
の
歌
合
に
よ
め
る
」
源
宗
于 

古
今
集 

春
上 
二
四
） 

 

○
題
―
一
番
は
左
右
同
題
で
、
「
霞
隔
遠
樹
」
。
霞
、
遠
樹
を
隔
つ
。
霞
が
遠
く
に

あ
る
樹
を
隔
て
て
か
か
る
の
意
。
本
歌
合
の
題
は
、
す
べ
て
四
字
の
結
題
で
あ

る
。
「
霞
隔
遠
樹
」
題
は
、
こ
れ
が
初
出
。
後
に
二
条
家
に
お
い
て
重
ん
じ
ら

れ
、
難
題
と
し
て
詠
歌
修
練
の
目
標
と
な
っ
た
定
家
の
「
藤
川
百
首
」
（
定
家
六

〇
～
六
三
歳
の
作
か
）
に
も
こ
の
題
は
含
ま
れ
て
い
る
。
後
の
頓
阿
判
三
十
番
歌

合
（
応
安
五
年
一
三
七
二 

以
前
）
は
、
本
歌
合
の
十
題
十
首
を
各
三
番
に
配
し
て

三
十
番
と
し
て
い
る
。 

１ ○
も
え
出
る
梢
―
「
も
え
出
る
」
は
草
木
が
芽
吹
く
こ
と
で
あ
る
が
、
「
梢
」
に
続

く
例
は
他
に
見
い
だ
せ
な
い
。
「
木
の
芽
」
（
後
撰
集
一
四
）
、
「
早
蕨
」
（
金
葉
二 

七
一
）
、
「
若
菜
」
（
山
家
集
三
一
）
に
か
か
る
例
が
あ
る
中
に
、
１
で
三
句
に
使
わ

れ
て
い
る
「
草
（
草
葉
）
」
の
例
が
多
く
、
そ
の
意
味
で
「
峰
の
草
葉
」
へ
の
詞

続
き
は
自
然
で
あ
る
。 

 

・
も
え
い
づ
る
草
葉
、
、
の
み
か
は
小
笠
原
駒
の
け
し
き
も
春
め
き
に
け
り
（
「
春
駒

を
よ
め
る
」
僧
都
覚
雅 

詞
花
集 

春 

一
三
） 

 

・
も
え
い
づ
る
草、
の
と
ざ
し
は
あ
け
が
た
し
心
の
奥
の
う
し
ろ
め
た
さ
に
（
「
な

ほ
ま
た
あ
け
さ
せ
給
へ
と
あ
れ
ば
」
大
斎
院
御
集 

七
） 

 

・
も
え
い
づ
る
草、
の
は
つ
か
に
み
つ
る
か
な
こ
れ
や
思
ひ、
の
は
じ
め
な
る
ら
ん

（
「初
恋
」
重
家
集
一
四
七
） 

重
家
集
の
例
の
よ
う
に
、
草
の
萌
え
出
づ
る
こ
と
を
詠
ん
で
、
火
の
燃
え
る
こ
と

の
縁
語
と
す
る
例
が
あ
り
、
１
の
四
句
「
煙
」
の
措
辞
の
参
考
に
な
る
。
峰
の
梢

を
と
り
あ
げ
て
題
の
「
遠
樹
」
と
し
て
い
る
。
峰
一
面
の
梢
が
、
若
草
色
に
芽
吹

い
て
い
る
春
の
峰
の
様
子
。 

○
峰
の
草
葉
―
他
に
例
が
な
い
。
大
き
い
樹
木
を
小
さ
い
草
葉
に
見
立
て
る
こ
と
に

よ
り
、
遠
く
に
小
さ
く
見
え
る
距
離
感
を
表
現
し
た
。  

○
野
べ
の
煙
―
こ
こ
で
は
、
春
の
野
焼
き
の
煙
を
い
う
。
春
霞
の
か
か
る
の
を
野
焼

き
の
煙
に
見
立
て
た
。
煙
は
初
句
の
「
も
え
出
る
」
の
縁
語
。
通
親
は
正
治
初
度

百
首
に
お
い
て
も
こ
の
詞
を
用
い
て
い
る
。 

 

・
ま
よ
ふ
な
る
野
べ
の
煙
や
闇
な
ら
ん
子
を
思
ふ
雉
子
立
ち
も
離
れ
ず
（
春 

五

一
九
） 

 

霞
と
野
焼
き
の
煙
が
比
喩
関
係
に
あ
る
歌
の
例
を
挙
げ
る
。 

 

・
い
つ
し
か
と
霞、
も
さ
わ
ぐ
山
べ
か
な
野
火
の
煙
の
た
つ
に
や
あ
る
ら
ん
（
「
な

ま
夕
暮
に
山
に
霞
い
と
い
み
じ
う
立
ち
た
り
、
霞
か
煙
か
な
ど
い
へ
ば
」
宰

相 

大
斎
院
前
御
集 

二
） 

 

・
裾
野
焼
く
煙
ぞ
春
は
吉
野
山
花
を
へ
だ
つ
る
霞、
な
り
け
る
（
山
家
集 

八
五
） 

 

・
い
つ
し
か
と
焼
き
て
し
野
辺
の
霞、
を
ば
又
思
ひ
た
つ
煙
と
ぞ
み
る
（
「
霞
」
定

宗 

別
雷
社
歌
合 

四
三
） 

 
草
が
萌
え
出
る
（
＝
燃
え
出
る
）
こ
と
そ
の
こ
と
を
霞
と
関
連
さ
せ
る
歌
の
伝
統

も
あ
る
。 

 

・
春
山
の
裾
野
に
も
ゆ
る
さ
わ
ら
び
は
峰
の
霞、
や
煙
な
る
ら
ん
（
「
早
蕨
」
顕
仲

堀
河
百
首 

一
三
四
） 

 

・
雪
消
ゆ
る
荻
の
焼
け
原
霞
み
こ
め

、
、
、
、
た
て
ぬ
煙
に
も
ゆ
る
わ
か
草
（
「
霞
」
鴨
長

明 

正
治
後
度
百
首 

六
〇
四
） 

 

「
野
辺
の
煙
」
は
火
葬
の
煙
を
も
意
味
す
る
こ
と
が
あ
り
、
「
草
葉
」
も
「
草
葉
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の
露
」
な
ど
と
、
哀
傷
の
連
想
が
働
く
語
で
あ
る
が
、
俊
成
は
こ
の
点
は
問
題
に

し
て
い
な
い
。 

２ ○
浦
の
松
の
―
浦
の
松
は
こ
こ
で
は
志
賀
の
唐
崎
の
湖
岸
に
立
つ
松
を
さ
す
。 

○
色
や
ま
さ
る
と
―
色
が
さ
ら
に
増
さ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
と
、
の
意
。
本
歌
の

古
今
歌
に
よ
り
、
常
緑
で
色
が
変
わ
ら
な
い
と
さ
れ
る
松
も
春
に
な
る
と
よ
り
い

っ
そ
う
緑
が
濃
く
な
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
既
得
の
知
識
と
し
て
、
そ
れ
を

期
待
し
て
見
遣
る
の
で
あ
る
。
浦
の
松
の
色
が
増
さ
る
こ
と
を
詠
ん
だ
先
行
例
に

次
の
歌
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
潮
が
松
の
色
を
染
め
る
と
し
て
い
る
例
で
あ
る
。 

 

・
深
緑
満
ち
干
て
染
む
る
浦
の
松
い
づ
れ
の
し
ほ
に
色
ま
さ
る

、
、
、
、
ら
ん
（
藤
宰
相 

宇
津
保
物
語 

五
二
） 

○
春
見
れ
ば
―
本
歌
を
意
識
し
て
「
春
」
を
効
か
せ
る
。
初
出
例
の
句
で
、
以
後
も

例
は
少
な
い
。
「
秋
見
れ
ば
」
も
教
長
集
に
一
例
、
「
冬
見
れ
ば
」
も
四
季
恋
三

首
歌
合
に
一
例
あ
る
の
み
で
あ
る
。 

○
霞
ぞ
た
て
る
―
霞
は
春
の
景
物
。
こ
の
句
の
先
行
例
と
し
て
は
次
の
頼
輔
の
例
が

あ
る
。
句
の
後
に
は
場
所
が
来
る
こ
と
が
多
い
。
霞
は
期
待
し
て
見
た
松
の
緑
を

隔
て
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
が
春
の
し
る
し
で
あ
り
、
「
春
見
れ
ば
」
に

呼
応
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

・
春
来
れ
ば
杉
の
し
る
し
も
み
え
ぬ
か
な
霞
ぞ
た
て
る
三
輪
の
山
も
と
（
頼
輔 

千
載
集 

春
上 

一
〇
・
治
承
三
十
六
人
歌
合 

七
九
・
頼
輔
集 

六
） 

 

・
浅
緑
春
の
し
る
し
や
三
輪
の
山
霞
ぞ
た
て
る
杉
の
青
葉
に
（
家
衡 
建
保
名
所

百
首 

五
二
） 

 

頼
輔
歌
も
、
見
え
て
然
る
べ
き
杉
の
し
る
し
を
隔
て
隠
す
も
の
と
し
て
、
春
霞
が

か
か
る
様
子
を
詠
ん
で
お
り
、
２
の
参
考
に
な
る
。 

○
志
賀
の
唐
崎
―
近
江
国
歌
枕
。
現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
唐
崎
、
唐
崎
神
社
の
あ
た

り
。 

 

・
さ
さ
な
み
の

楽
浪
之 

し 

が 

の 

か
ら
さ
き

思
賀
乃
辛
崎 

さ
き
く
あ
れ
ど

雖
幸
有 

お
ほ
み
や
ひ
と
の

大
宮
人
之 

ふ
ね
ま 

ち 

か
ね
つ

船
麻
知
兼
津
（
人
麻
呂 

万

葉
集 

巻
一 

三
〇
） 

 

が
早
い
例
で
あ
る
。
志
賀
の
唐
崎
の
「
春
」
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
は
次
の
例
が
早

い
。 

 

・
氷
ゐ
し
志
賀
の
唐
崎
う
ち
と
け
て
さ
ざ
な
み
寄
す
る
春
風
ぞ
吹
く
（
「
堀
河
院

御
時
百
首
歌
奉
り
侍
り
け
る
に
、
春
立
つ
心
を
詠
め
る

、
、
、
、
、
、
、
、
」
匡
房 

詞
花
集 

春 

一
・
堀
河
百
首 

二
） 

 

そ
れ
ま
で
禊
の
地
と
し
て
詠
ま
れ
る
程
度
で
歌
に
詠
ま
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た

唐
崎
だ
が
、
平
安
末
期
に
は
、
「志
賀
の
浦
」「志
賀
の
山
」「長
等
の
山
」
な
ど
の
地

名
と
詠
ま
れ
た
り
、
月
や
氷
な
ど
の
景
物
を
詠
み
こ
ん
だ
叙
景
的
な
歌
が
詠
ま
れ

た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
唐
崎
の
景
物
と
し
て
松
を
詠
む
の
は
、
後
鳥
羽

院
あ
た
り
が
最
初
か
も
し
れ
な
い
。 

 

・
唐
崎
や
氷
に
浪
の
音
絶
え
て
汀
に
残
る
小
夜
の
松、
風
（
「
冬
」
後
鳥
羽
院
御
集

一
一
三
四
・
建
仁
元
年
二
月
老
若
五
十
首
歌
合 

三
五
二
） 

 

・
神
の
誓
ひ
変
は
ら
ぬ
色
を
頼
む
か
な
お
な
じ
緑
の
唐
崎
の
松、
（
「
雑
」
後
鳥
羽

院
御
集 

一
三
四
三 

元
久
二
年
三
月
日
吉
三
十
首
御
会
） 

 

・
た
ち
か
へ
り
神
よ
の
松、
の
陰
に
し
て
今
日
の
禊
は
志
賀
の
唐
崎
（
「
六
月
祓
の

心
を
」
祝
部
成
茂 

雲
葉
集 

三
八
〇
） 

 

な
お
後
に
な
る
が
、
為
家
に
は
唐
崎
の
松
を
詠
む
例
が
多
い
。 

難
陳
・
判
詞 

○
上
下
た
が
ひ
て
や
聞
ゆ
ら
ん
―
峰、
で
草
葉
が
萌
え
て
（
＝
燃
え
て
）
煙
が
立
っ
て

い
る
の
に
、
麓、
の
野
辺
で
霞
が
立
っ
て
い
る
の
を
そ
の
煙
と
す
る
の
は
、
空
間
的

に
上
下
が
逆
さ
ま
で
は
な
い
か
、
と
難
じ
て
い
る
。 

○
眺
望
の
こ
ゝ
ろ
に
は
詩
な
ど
に
も
つ
ね
に
い
ひ
な
ら
へ
る
事
也
―
例
え
ば
、
和
漢
朗

詠
集
「
眺
望
」
に 

て
ん
だ
い
さ
ん
の
か
う
が
ん
を
み
れ
ば

「
見
天
台
山
之
高
巌 

し
し
ふ
ご
せ
き
の
な
み
し
ろ
し

四
十
五
尺
波
白 

ち
や
う
あ
ん
せ
い
の
ゑ
ん
し
う
を
の
ぞ
め
ば

 

望
長
安
城
之
遠
樹

 

は
く
せ
ん
ば
ん
か
う
の
な
づ
な
あ
を
し

百
千
万
茎
薺
青
」
（
順 

六
二
六
）
と
あ
り
、
遠
樹
を
薺
（
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
二
年

草
。
ぺ
ん
ぺ
ん
ぐ
さ
）
に
喩
え
る
が
、
こ
の
対
句
の
視
点
は
、
前
句
は
京
都
の
平

地
か
ら
長
安
城
を
仰
い
だ
も
の
、
後
句
は
平
地
を
高
み
か
ら
見
下
ろ
し
た
遠
望
で

あ
り
、
句
毎
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
念
頭
に
お
い
た
弁
明
で
あ
ろ
う
。 

  

二
番 

 
 
 

左 

持 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

左
大
臣 

３ 
な
が
め
こ
し
沖
つ
浪
ま
の

は
ま
ひ
さ
ぎ

浜
楸
ひ
さ
し
く
見
せ
ぬ
春
霞
哉 

 
 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

参
議
公
経 

４
新
古 

 
 

た
か
せ

高
瀬
さ
す

六
田

（
む
つ
だ
）

の
淀
の
柳
原
み
ど
り
も
ふ
か
く
霞
む

は
る春

か
な 

左
歌
を
右

（
ま
う
し
て
い
は
く
）

申

 
云
、
上
に
「
な
が
め
こ
し
」
と

を置
き
て
下
に
「
見
せ
ぬ
」
と
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い
へ
る
、
同
心
の
病
か
い
か
ゞ
。
右
歌
を
左
申
云
、
「

た
か
せ

高
瀬
さ
す

む
つ
だ

六
田
の

よ
ど淀

」

とゝ
は
い
づ
こ
と
思
へ
る
に
か
。
六
田
の
淀
と
は

よ
し
の

吉
野
川
と
こ
そ
萬
葉
集
に
も

よ
み
た
れ
、
「
柳

は
ら原
む
つ
だ

六
田
の
淀
」
に
証
歌 

（
は
べ
る
）

の
侍
に
や
、
お
ぼ
つ
か
な
し
。
右

（
ち
ん
じ
）

陳

申
云
、
六
田
の

よ
ど淀

の
柳
、
古
歌
に
よ
み
な
ら
は
し
て
侍
る
に
や
。

左
、
猶
証
歌
を
可
キレ

申
ス

之
由
申
ス

。 
判
者
申
云
、
左
歌
、

す
が
た

姿
よ
ろ
し
け
れ
ど
も
「
な
が
め
」
の
詞

う
た
が

疑
ひ
有
。
右

歌
、
「

む
つ
だ

六
田
の
淀
」
お
ぼ
つ
か
な
し
。
又
持
と
す
べ
し
。 

【
校
異
】 

４ 

霞
む
は
る
か
な
―
霞
む
空
か
な
（
宮
）、
か
す
む

春
イ空

か
な
（
刈
） 

難
陳
・
判
詞 

 

同
心
の
病
か
い
か
ゝ
―
お
な
し
心
の
や
ま
ひ
か
如
何
（
宮
・
刈
）
、
同
心
の
病
歟

如
何
（
内
・
桑
・
彰
・
神
・
中
一
・
中
二
・
青
一
・
青
二
・
松
）
、
お
な
し
心

の
病
に
や
（
京
・
北
） 

 

よ
し
の
川
と
こ
そ
―
吉
野
川
と
に
そ
（
神
） 

 

柳
は
ら
む
つ
た
の
淀
に
証
歌
の
侍
に
や
―
柳
原
も
む
つ
た
の
よ
と
に
証
歌
の
あ
る

に
や
（
刈
・
内
・
青
一
）
、
柳
は
ら
に
む
つ
た
の
淀
に
証
歌
の
あ
る
に
や

（
宮
）、
柳
原
む
つ
た
の
よ
と
に
証
歌
の
あ
る
に
や
（
京
・
北
） 

 

六
田
の
よ
と
の
柳
―
む
つ
た
の
よ
と
は
柳
（
京
・
北
） 

 

古
歌
に
よ
み
な
ら
は
し
て
侍
る
に
や
―
ふ
る
き
う
た
に
も
よ
み
な
ら
は
し
て
侍
事

に
や
（
宮
）、
ふ
る
き
歌
に
よ
み
な
ら
は
し
て
侍
る
こ
と
に
や
（
刈
）
、
ふ
る
き

歌
に
よ
み
な
ら
は
し
て
侍
と
か
や
（
内
・
青
一
）
、
古
歌
に
読
な
ら
し
て
侍
に

や
（
神
）、
ふ
る
き
歌
に
よ
み
な
ら
は
し
た
る
に
や
（
京
・
北
） 

 

左
猶
―
左
歌
（
刈
）、
左
方
猶
（
内
） 

 

左
歌
す
か
た
よ
ろ
し
け
れ
と
も
な
か
め
の
詞
う
た
か
ひ
有
―
左
歌
の
す
か
た
よ
ろ

し
け
れ
は
な
か
め
の
詞
有
難
（
内
・
青
一
）
、
左
歌
の
す
か
た
よ
ろ
し
け
れ
と

（
京
・
北
） 

 

右
歌
む
つ
た
の
淀
お
ほ
つ
か
な
し
又
持
と
す
へ
し
―
欠
脱
（
京
・
北
） 

【
他
出
文
献
】 

３ 

秋
篠
月
清
集 

春 

一
〇
一
〇
（
「
院
の
撰
歌
合
十
首
内
、
霞
隔
遠
樹
」
）
・

夫
木
和
歌
抄 

一
三
八
七
九
（
「
建
仁
元
年
新
宮
撰
歌
合
、
霞
隔
遠
樹
」
第
四
句

「
久
し
く
見
え
ぬ
」
） 

４ 

新
古
今
集 

春
上 

七
二
（
「
建
仁
元
年
三
月
歌
合
に
、
霞
隔
遠
樹
と
い
ふ
こ

と
を
」
）
・
新
時
代
不
同
歌
合 

六
四
・
井
蛙
抄 

三
六
八
・
題
林
愚
抄 

一
七

九
・
新
三
十
六
人
歌
合 

一
〇
二
・
歌
枕
名
寄 

二
二
七
二 

【
通
釈
】 

二
番 

 
 

〔
霞
、
遠
樹
を
隔
つ
（
霞
が
遠
く
の
樹
を
隔
て
る
）
〕 

 
 
 

左 

持 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

左
大
臣
（
良
経
） 

３ 

こ
れ
ま
で
眺
め
て
き
た
、
沖
の
浪
間
に
見
え
隠
れ
す
る
浜
楸
よ
、
そ
れ
を
長
い

間
隔
て
て
見
せ
て
く
れ
な
い
春
霞
で
あ
る
な
あ
。 

 
 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

参
議
公
経 

４ 

浅
瀬
を
棹
さ
し
て
舟
の
こ
ぎ
ゆ
く
六
田
の
淀
の
あ
た
り
の
柳
原
よ
、
（
霞
の
）
緑

の
色
も
（
柳
原
の
緑
が
映
じ
て
）
こ
と
に
色
深
く
霞
ん
で
み
え
る
春
で
あ
る
よ
。 

左
歌
に
つ
い
て
右
方
が
申
し
ま
す
こ
と
に
は
、
上
句
に
「
な
が
め
こ
し
」
と

置
い
て
、
下
句
に
「
見
せ
ぬ
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
同
心
の
病
に
あ
た
る
か

と
思
わ
れ
る
が
ど
う
だ
ろ
う
。
右
歌
に
つ
い
て
左
方
が
申
し
ま
す
こ
と
に
は
、

「
高
瀬
さ
す
六
田
の
淀
」
と
は
ど
こ
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
六
田
の

淀
と
は
吉
野
川
に
あ
る
と
こ
そ
万
葉
集
に
も
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
「
柳
原
六
田
の
淀
」
と
い
う
の
に
証
歌
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
不
審
で

あ
る
。
右
方
が
弁
明
し
て
申
し
ま
す
こ
と
に
は
、
六
田
の
淀
の
柳
は
、
古
歌
に

繰
り
返
し
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
左
方
は
、
や
は
り
証
歌
を
こ
れ

と
い
う
べ
き
だ
と
申
し
ま
す
。 

判
者
が
申
し
ま
す
こ
と
に
は
、
左
歌
は
、
歌
の
姿
は
結
構
だ
が
、
「
な
が
め
」

の
詞
に
疑
念
が
あ
る
。
右
歌
は
、
「
六
田
の
淀
」
の
詞
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
ま

た
こ
れ
も
引
き
分
け
と
す
る
の
が
よ
か
ろ
う
。 

【
本
歌
】 

３ 

浪
ま
よ
り
見
ゆ
る
小
島
の
浜
ひ
さ
木
ひ
さ
し
く
成
り
ぬ
君
に
あ
は
ず
て
（
よ
み

人
し
ら
ず 

拾
遺
集 

恋
四 

八
五
六
・
万
葉
集 

巻
十
一 

二
七
六
三 

第
一
句
「
浪
の
間
ゆ
」
第
五
句
「
君
に
あ
は
ず
し
て
」
） 

 

○
題
―
引
き
続
き
二
番
は
３
、
４
と
も
に
「
霞
、
遠
樹
を
隔
つ
」
。 

３ ○
な
が
め
こ
し
―
過
去
か
ら
現
在
ま
で
引
き
続
き
眺
め
て
き
た
、
の
意
。
常
に
気
に

な
る
存
在
で
あ
り
、
関
心
の
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
浜
楸
に
対
す
る

強
い
関
心
を
示
す
。 
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○
沖
つ
浪
ま
の
浜
楸
―
浜
楸
は
、
本
歌
で
は
序
詞
内
の
景
物
で
、
本
旨
の
「
ひ
さ
し

く
」
に
同
音
で
掛
か
っ
て
い
く
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
本
歌
で
は
、
恋
の
相
手

に
久
し
く
会
え
な
い
も
ど
か
し
さ
を
、
浪
間
に
隠
見
す
る
沖
の
小
島
の
浜
に
生
え

て
い
る
楸
の
イ
メ
ー
ジ
が
彩
っ
て
い
た
。
浜
楸
は
、
浜
に
生
え
る
楸
。
楸
は
、
き

さ
さ
げ
（
木
豇
豆
）
或
い
は
あ
か
め
が
し
わ
（
赤
芽
柏
）
の
古
名
と
い
わ
れ
る
。

３
で
は
そ
れ
を
実
景
に
変
え
て
い
る
。
本
歌
の
面
影
か
ら
恋
の
気
分
が
揺
曳
す

る
。
ま
た
、
浜
楸
は
沖
の
小
島
に
生
え
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
３
で
は
島
を
言

わ
ず
、
直
接
に
沖
の
浪
間
の
浜
楸
を
提
示
す
る
。
「
沖
つ
浪
ま
」
は
「
月
落
ち
か

か
る
沖
つ
浪
ま
に
」
（
出
観
集 

六
一
八
）
、
「
沖
つ
浪
ま
に
消
ゆ
る
舟
か
な
」
（
実
家

集 

三
五
〇
）
、
「
沖
つ
浪
ま
に
風
た
ち
て
」
（
忠
良 

正
治
百
首 

七
四
七
）
の
例

が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
３
ほ
ど
に
は
浪
間
に
見
え
る
も
の
へ
の
強
い
関
心
を
示
し

た
も
の
で
は
な
い
。
沖
遠
く
、
そ
の
う
え
浪
に
見
え
隠
れ
し
て
、
姿
を
見
る
の
が

難
し
い
浜
楸
で
あ
る
。
題
「
遠
樹
」
に
相
当
す
る
。 

○
ひ
さ
し
く
見
せ
ぬ
春
霞
哉
―
「
浜
楸
ひ
さ
し
く
」
は
本
歌
の
序
詞
―
本
旨
の
接
続

部
分
を
そ
の
ま
ま
生
か
す
詞
続
き
で
あ
る
。
「
ひ
さ
し
く
見
せ
ぬ
」
は
、
浜
楸
を

春
霞
が
隔
て
隠
し
て
長
い
間
見
せ
な
い
の
意
。
題
「
霞
隔
」
に
あ
た
る
。 

４ ○
高
瀬
さ
す
―
高
瀬
は
川
の
浅
い
と
こ
ろ
。
浅
瀬
。
さ
す
は
、
棹
さ
す
の
意
で
、
舟

の
渡
り
ゆ
く
様
子
を
い
う
。 

○
六
田
の
淀
―
大
和
の
国
の
歌
枕
。
吉
野
川
の
渡
し
場
。
柳
は
次
の
一
七
二
七
番
歌

に
詠
ま
れ
る
。 

 

・
か
は

づ

な

く

河
蝦
鳴 

む
つ
だ 

の 

か
は
の 

六
田
乃
河
之 

か
は
や
ぎ
の 

川
楊
乃 

ね 

も 

こ 

ろ 

み
れ
ど

根
毛
居
侶
雖
見 

あ
か
ぬ 

か
は
か
も

不
飽
河
鴨
（
絹 
万
葉

集 

巻
九 

一
七
二
七
） 

 

・
お
と
に
き
き

音
聞

 

め
に
は
い
ま
だ
み
ぬ

目
者
未
見 

よ
し
の 

が
は

吉
野
川 

む
つ
だ 

の 

よ 

ど 

を 

六
田
乃
与
杼
乎 

け 

ふ 

み 

つ
る
か
も

今
日
見
鶴
鴨
（
万
葉
集 

巻
七 

一
一
〇
五
） 

 

六
田
の
柳
は
、
新
古
今
時
代
の
例
も
あ
る
。 

 

・
五
月
雨
に
六
田
の
淀
の
河
柳
う
れ
こ
す
波
や
滝
の
白
糸
（
「
五
月
雨
」
林
下
集 

七
五
） 

 

・
つ
ら
ら
ゐ
る
六
田
の
淀
の
柳
か
げ
さ
で
さ
す
し
づ
も
と
く
こ
ほ
り
け
り
（
寂
蓮

無
題
百
首 

六
〇 

文
治
初
年
又
は
五
年
） 

○
柳
原
―
柳
の
多
く
生
え
て
い
る
野
原
。
河
原
や
中
州
な
ど
、
河
に
近
い
場
所
と
し

て
詠
ま
れ
て
い
る
。
題
の
「
遠
樹
」
に
あ
た
り
、
「
原、
」
と
広
く
と
ら
え
た
措
辞

に
よ
り
、
遠
景
に
広
が
る
緑
に
芽
吹
い
た
柳
の
木
立
を
提
示
す
る
。 

 

・
影
し
げ
き
野
洲
の
河
原
の
柳
原
こ
だ
か
く
蝉
の
声
さ
わ
ぐ
な
り
（
出
観
集 

二

六
四
） 

 

・
柳
原
川
風
吹
か
ぬ
蔭
な
ら
ば
あ
つ
く
や
蝉
の
声
に
な
ら
ま
し
（
山
家
集 

一
〇

一
九
） 

 

・
筏
士
の
こ
な
た
か
な
た
へ
こ
す
竿
の
し
づ
え
を
さ
ふ
る
柳
原
か
な
（
長
方
集 

四
四
） 

○
み
ど
り
も
ふ
か
く
霞
む
春
か
な
―
霞
は
普
通
、
緑
・
浅
緑
色
と
さ
れ
る
。 

 

・
浅
緑
の
べ
の
霞、
は
つ
つ
め
ど
も
こ
ぼ
れ
て
に
ほ
ふ
花
桜
か
な
（
「
菅
家
万
葉
集

の
中
」
拾
遺
集 

春 

四
〇
） 

 

ま
た
霞
は
、 

 

・
春
霞
色
の
千
種
に
見
え
つ
る
は
た
な
び
く
山
の
花
の
影
か
も
（
興
風 

古
今
集 

春
下 

一
〇
二
） 

 

の
よ
う
に
、
そ
れ
を
透
か
し
て
も
の
の
色
を
映
す
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
も

と
も
と
浅
緑
色
の
霞
も
、
柳
の
緑
を
映
し
て
濃
い
色
で
霞
ん
で
い
る
様
子
を
い

う
。 

難
陳
・
判
詞 

○
同
心
の
病
―
同
心
病
。
歌
の
修
辞
上
の
欠
陥
を
い
う
歌
病
の
一
つ
。
歌
病
は
歌
経

標
式
に
七
病
、
喜
撰
式
に
四
病
、
孫
姫
式
に
八
病
を
挙
げ
る
。
孫
姫
式
八
病
の
一

つ
。
一
首
中
同
じ
意
味
（
心
）
の
語
が
重
出
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
「
な
が
め

（
こ
し
）
」
と
「
み
（
せ
ぬ
）
」
を
問
題
に
し
て
い
る
。
俊
成
は
、
古
来
風
体
抄

で
、
「
同
じ
こ
と
返
し
て
二
度
詠
む
こ
と
、
ま
た
、
同
じ
心
二
所
詠
む
こ
と
、
宗

と
避
る
べ
き
こ
と
に
今
は
な
り
果
て
に
て
侍
る
な
り
。
そ
の
ほ
か
の
病
ど
も
は
、

避
り
あ
ふ
べ
き
こ
と
と
も
見
え
侍
ら
ず
。
そ
れ
ら
を
避
ら
む
と
せ
ば
歌
か
へ
り
て

見
苦
し
く
な
り
侍
り
な
む
」
と
言
う
。 

 
・
判
云
…
…
す
だ
ち
、
あ
が
る
こ
と
同
心
に
は
侍
る
べ
し
。
但
、
…
…
病
気
を
乍

レ

帯
、
右
の
可
レ

勝
に
や
侍
ら
ん
（
六
百
番
歌
合 

一
八
番
） 

 

こ
れ
は
俊
成
が
、
同
心
病
を
認
め
な
が
ら
勝
に
し
た
例
で
あ
る
。 

▽
４
の
歌
が
新
古
今
集
に
入
集
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
有
吉
保
『
新
古
今
和
歌
集
の

研
究
―
基
盤
と
構
成
―
』
は
、
新
古
今
集
の
排
列
構
成
上
の
必
要
を
挙
げ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
対
者
が
左
大
臣
良
経
で
あ
っ
た
事
と
、
「
六
田
の
淀
」
が
読
み
な
ら
わ

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
疑
問
か
ら
「
持
」
の
判
を
受
け
た
４
の
歌
で
あ
る
が
、
こ
れ
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に
は
新
古
今
集
の
撰
者
名
注
記
が
無
く
、
新
古
今
集
青
柳
一
連
の
八
首
（
六
五
～
七

八
）
の
最
中
の
位
置
（
七
二
）
に
、
撰
集
部
類
期
に
補
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
補

入
は
、
前
代
歌
人
群
（
六
八
～
七
一
）
と
当
代
歌
人
群
（
七
三
～
七
五
）
へ
の
橋
渡

し
役
を
、
そ
の
内
容
上
か
ら
も
果
た
し
う
る
歌
が
必
要
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

川
辺
の
青
柳
と
霞
を
詠
ん
で
い
る
４
（
七
二
）
の
歌
は
、
「
岸
の
柳
」
（
七
一
）
と

「
霞
ふ
き
と
く
」
（
七
三
）
と
を
結
ぶ
役
目
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
選
ば
れ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
首
肯
さ
れ
る
見
解
で
あ
る
。 

  

三
番 

 
 

 

左 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

寂
蓮 

５ 

末
と
を遠

き
松
の

み
ど
り

緑
は
う
づ
も
れ
て
霞
ぞ
浪
に

う
き
し
ま

浮
島
が
原 

 
 

 

右 

勝 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
左
近
衛
権
少
将
定
家 

６
続
古 

 
 

み 
 
 

し
ほ

満
つ
潮
に
か
く
れ
ぬ
磯
の
松
の
葉
も
見
ら
く
す
く
な 

（
か
す
む
）

く
霞
春
か
な 

左
歌
を
右

（
ま
う
し
て
い
は
く
）

申

云
、
「
末

と
を遠

き
」
と

を置
け
る
よ
り
、
す
べ
て

き聞
きゝ
よ
か

ら
ぬ
に
や
。
右
歌
を
左
申
云
、
松
の
葉
こ
そ
あ
ま
り
に

く
は委

し
く

き聞
こ
ゆ
れ
。 

判
者
申
云
、
「
見
ら
く
」
な
ど
い
へ
る
詞
は
、
ふ
る
き
事
な
れ
ど
、
よ
ろ
し

く
も
聞
え
ね
ど
も
、
「
末
遠
き
」
と
い
へ
る
に
は
ま
さ
る
べ
く
や
。 

【
校
異
】 

５
松
の
み
と
り
は
―
松
の
み
と
り
そ
（
神
） 

 

霞
そ
浪
に
―
霞
も
浪
に
（
内
・
青
一
） 

 

う
き
し
ま
か
原
―
う
き
し
ま

の
イか

は
ら
（
宮
）
、
う
き
し
ま
の
原
（
京
・
北
・
桑
）
、

う
き
し
ま

か
イの

原
（
刈
） 

６
み
つ
し
ほ
に
―
水
か
き
に
（
彰
） 

 

見
ら
く
す
く
な
く
―
み

らち
く
す
く
な
く
（
彰
）、
み

ら
ヒち

く
す
く
な
く
（
刈
）
、
見
え

て
す
く
な
く
（
桑
） 

 

霞
春
か
な
―
か
す
む
松
哉
（
宮
）、
霞
む

春 

イ
そ
ら
哉
（
刈
） 

難
陳
・
判
詞 

 

す
へ
て
き
ゝ
よ
か
ら
ぬ
に
や
―
す
へ
て
き
ゝ
よ
か
ら
す
（
京
・
内
・
北
・
青
一
） 

 

松
の
葉
こ
そ
―
松
の
葉
と
て
（
中
一
） 

 

見
ら
く
な
と
い
へ
る
詞
は
―
見
ら
く
な
と
い
へ
る
こ
と
は
（
刈
・
内
・
神
・
青

一
）、
見
ら
く
す
く
な
く
と
い
へ
る
こ
と
葉
（
京
・
北
） 

 

ふ
る
き
事
な
れ
と
―
ふ
る
き
詞
な
れ
と
（
京
・
北
）
、
ふ
る
き
事
な
れ
は
（
内
・

青
一
）、
ふ
る
き
言
葉
な
れ
と
（
宮
）、
わ
る
き
事
な
れ
と
（
神
） 

 

よ
ろ
し
く
も
聞
え
ね
と
も
―
よ
ろ
し
く
き
こ
え
ね
共
（
内
・
青
一
）
、
よ
ろ
し
く

も
き
こ
え
ね
と
（
宮
・
刈
）、
欠
脱
（
京
） 

 

ま
さ
る
へ
く
や
―
勝
へ
く
や
（
宮
・
京
・
北
）
、

ま
さ
る
イ

か
つ
へ
く
や
（
刈
）
、
勝
へ
き
に

や
（
内
・
青
一
） 

【
他
出
文
献
】 

６ 

拾
遺
愚
草 

春 

二
一
四
六
（
「
建
仁
元
年
三
月
尽
日
歌
合
、
霞
隔
遠
樹
」
）
・
万
代

和
歌
集 

春
上 

三
四
（
「
後
鳥
羽
院
御
時
歌
合
に
、
霞
隔
遠
樹
と
い
ふ
こ
と
を
」
）
・

題
林
愚
抄 

一
八
〇 

【
通
釈
】 

三
番 

 

〔
霞
、
遠
樹
を
隔
つ
（
霞
が
遠
く
の
樹
を
隔
て
る
）
〕 

 
 
 

左 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

寂
蓮 

５ 

遠
い
先
ま
で
も
続
い
て
い
る
（
遠
い
将
来
ま
で
変
わ
ら
ぬ
）
松
の
緑
は
覆
わ
れ

て
見
え
な
く
な
っ
て
、
な
ん
と
ま
あ
霞
が
波
に
浮
い
て
い
る
浮
島
が
原
よ
。 

 
 
 

右 

勝 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

左
近
衛
権
少
将
定
家 

６ 

満
ち
潮
に
は
波
の
下
に
隠
れ
る
磯
の
草
は
も
ち
ろ
ん
、
満
ち
潮
に
な
っ
て
も
波

の
下
に
は
隠
れ
る
こ
と
が
な
い
海
辺
の
磯
の
松
の
葉
も
、
見
え
る
こ
と
が
少
な
い

状
態
で
霞
ん
で
い
る
春
で
あ
る
こ
と
よ
。 

 

左
歌
に
つ
い
て
、
右
が
申
し
ま
す
こ
と
に
は
、
「
末
遠
き
」
と
初
句
に
お
い

た
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
す
べ
て
聞
き
苦
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
右
歌
に
つ
い

て
、
左
方
が
申
し
ま
す
に
は
「
松
の
葉
」
と
い
う
詞
こ
そ
、
あ
ま
り
に
細
か
い

と
こ
ろ
に
目
を
付
け
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。 

 

判
者
が
申
し
ま
す
に
は
、
「
見
ら
く
」
な
ど
と
い
う
詞
は
、
（知
ら
れ
た
）
故

事
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
結
構
に
も
聞
こ
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「末
遠
き
」

と
い
う
の
に
は
勝
っ
て
い
る
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。 

【
本
歌
】 

６ 

潮
満
て
ば
入
り
ぬ
る
磯
の
草
な
れ
や
見
ら
く
す
く
な
く
恋
ふ
ら
く
の
多
き
（
坂

上
郎
女 
拾
遺
集 

恋
五 

九
六
七
・
「
寄
藻
」
万
葉
集 

巻
七 

一
三
九

四
・
「
ざ
う
の
く
さ
」
古
今
六
帖 

三
五
八
二
・
・
俊
頼
髄
脳
・
奥
義
抄
・

袖
中
抄
・
和
歌
色
葉
・
古
来
風
体
抄
・
定
家
八
代
抄
） 
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○
題
―
引
き
続
き
三
番
は
５
、
６
と
も
に
「
霞
、
遠
樹
を
隔
つ
」
。 

５ ○
末
遠
き
―
「
松
」
に
か
か
る
。
こ
の
句
は
普
通
、
（小
）
松
や
若
葉
に
か
か
り
、
時

間
的
に
将
来
ま
で
遠
く
続
く
意
味
で
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
意
味
を
含

み
つ
つ
、
題
の
「
遠
樹
」
を
受
け
て
空
間
的
に
浮
島
が
原
の
松
林
の
緑
が
遠
く
続

く
様
子
を
掛
け
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
景
色
は
霞
に
埋
も
れ
て
見

え
ず
、
ま
た
呼
応
す
る
詞
も
な
い
の
で
、
効
果
的
と
は
思
わ
れ
な
い
。
右
方
の
難

陳
、
俊
成
の
判
詞
も
こ
の
よ
う
な
点
を
い
う
か
。 

○
松
の
緑
は
う
づ
も
れ
て
―
霞
に
松
が
覆
わ
れ
て
い
る
様
子
を
い
う
。
寂
蓮
も
参
加

し
て
い
た
俊
成
判
の
建
久
六
年
民
部

家
歌
合
に 

 

・
年
経
た
る
松
の
緑
も
埋
も
れ
て
谷
の
心
に
似
た
る
雪
か
な
（
隆
保 

一
六
一
）

が
あ
る
。 

○
霞
ぞ
浪
に
浮
島
が
原
―
浮
島
が
原
は
、
駿
河
国
歌
枕
。
静
岡
県
東
部
、
愛
鷹
山
の

南
方
に
あ
る
旧
浮
島
沼
付
近
一
帯
の
低
湿
地
。
田
子
の
浦
の
砂
浜
に
沿
う
地
帯
。

富
士
や
足
柄
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
浮
島
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
陸
奥
歌
枕
の
浮
島
と
区
別
で
き
な
い
歌
も
あ
る
。
松
や
霞
と
と
も
に
詠
ま
れ

た
歌
も
す
で
に
存
在
す
る
。
「
浪
に
浮
く
、
、
」
と
、
「
浮、
島
」
に
言
い
掛
け
て
い

る
。
５
で
「
浪
」
が
詠
ま
れ
る
の
は
、
湿
地
帯
の
中
の
沼
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
る
の
か
、
浮
島
が
原
か
ら
み
た
田
子
の
浦
の
浪
な
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。 

 

・
浮
島
の
松
の
緑
を
み
わ
た
せ
ば
千
年
の
春
ぞ
霞、
み
そ
め
け
る

、
、
、
、
、
（
「
春
、
う
き
し

ま
」
元
輔
集 

一
〇
四
） 

 

・
東
路
や
朝
た
つ
空
に
詠
む
れ
ば
霞
に
し
づ
む

、
、
、
、
、
う
き
島
の
原
（
「
歌
合
に
、
霞
の

心
を
よ
め
る
」
朝
恵
法
師 

玄
玉
集 

七
五
） 

６ ○
満
つ
潮
に
か
く
れ
ぬ
―
本
歌
の
磯
の
草
は
、
満
ち
潮
に
な
れ
ば
見
え
な
く
な
る

が
、
満
ち
潮
に
な
っ
て
も
浪
の
下
に
は
隠
れ
な
い
、
の
意
。
本
歌
の
恋
の
気
分
が

ほ
の
か
に
漂
う
。 

○
松
の
葉
も
―
「
も
」
は
累
加
。
松
の
葉
は
、
「
松
の
葉
の
い
つ
と
も
わ
か
ぬ

、
、
、
、
、
、
、
恋
も

す
る
か
な
」
（
古
今
集 

恋
一 

四
九
〇
）
な
ど
と
詠
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
不
変

の
イ
メ
ー
ジ
が
、
次
の
「
見
ら
く
す
く
な
く
」
と
の
間
に
緊
張
の
あ
る
詞
続
き
を

も
た
ら
す
。
題
の
「
遠
樹
」
と
し
て
「
磯
の
松
」
を
選
ん
だ
。 

○
見
ら
く
す
く
な
く
―
本
歌
の
詞
。
見
る
こ
と
が
少
な
い
と
い
う
状
態
で
、
の
意

で
、
結
句
の
「
霞
む
」
に
か
か
る
。
題
「
霞
隔
」
に
相
当
す
る
。 

難
陳
・
判
詞 

○
ふ
る
き
事
な
れ
と
―
新
編
国
歌
大
観
は
「
ふ
る
き
事
な
れ
ば
」
と
翻
刻
し
て
い
る

が
、
「
ふ
る
き
事
な
れ
と
」
と
読
め
る
。
こ
の
本
歌
は
他
出
文
献
に
も
指
摘
し
た

よ
う
に
、
秀
歌
撰
や
歌
学
書
に
引
用
さ
れ
て
い
て
、
有
名
な
歌
で
あ
っ
た
。
「
古

き
事
」
は
故
事
。
他
本
の
「
古
き
詞
」
は
古
語
。
当
時
、
万
葉
語
な
ど
の
古
い
感

じ
の
あ
る
詞
は
み
だ
り
に
使
う
べ
き
で
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
逆
接
が
重
な
る
底
本
の
本
文
よ
り
も
「
な
れ
ば
」
の
本
文
が
わ
か
り
や
す

い
よ
う
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
古
き
事
を
故
事
と
と
り
、
二
重
の
逆
接
を
生
か
し

て
解
す
る
と
、
通
釈
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。 

  

四
番 

 
 
 

羇
中
見
花 

 
 
 

左 

持 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

寂
蓮 

７ 

旅
の
空
い
く
夜
の
雲
に

ふ臥
し
な
れ
て

お
も思

ひ
も
わ
か
ぬ
花
の
夕
陰 

 
 
 

右 
 

霞
隔
遠
樹 

 
 

 
 

 

前
権
僧
正
慈
円 

８ 

み
よ
し吉

野
の

や
ま山

の
は端

ふ
か
し
朝

が
す
み

霞

こ
む
る
梢
を
雲
に
任
せ
て 

左
歌
を
、
右

ま
う
し

申 

て
い
は
く

云
、

こ
と殊

な
る
難
な
し
。

（
あ
ま
つ
さ
へ
す
こ
ぶ
る
よ
ろ
し
き
か
）

 

剰

頗

宜

歟

 

の
よ
し
申

云
、
右
歌
、
左
、
又
殊
ニ

申
ス

旨
な
し
。 

判
者
申
云
、
左
歌
の

す
が
た

姿
、
艶
に
は

き聞
こ
ゆ
れ
ど
、
殊
に
花
を
思
へ
る
心
す
く

な
き
に
や
。
右
も
又

あ
さ朝

霞
こ
ひ
ね
が
は
れ
ぬ
さ
ま
に
侍
り
。
持
と
す
べ
し
。 

【
校
異
】 

７
お
も
ひ
も
わ
か
ぬ
―
思
ひ
に
わ
か
ぬ
（
中
二
・
松
） 

 

花
の
夕
陰
―
を
か
の
ゆ
ふ
風
（
内
・
青
一
）
、
花
の
夕
風
（
京
・
北
）
、
花
の
夕

陰
イ景

（
刈
） 

８
こ
む
る
梢
を
―
こ
む
る
梢
は
（
京
・
北
） 

 

雲
に
任
せ
て
―
空
に
ま
か
せ
て
（
中
一
・
中
二
・
松
・
桑
） 

難
陳
・
判
詞 

 

剰
頗
宜
歟
の
よ
し
申
云
―
底
本
「
云
」
は
不
審
。
衍
字
、
「
々
」
の
脱
落
、

「
之
」
の
誤
写
な
ど
が
疑
わ
れ
る
。
あ
ま
り
に
さ
へ
す
こ
ふ
る
よ
ろ
し
き
か
の

よ
し
申
之
（
宮
）
、
剰
頗
宜
歟
之
由
申
（
京
・
刈
・
桑
・
中
一
・
中
二
・
北
・
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松
）、
剰
頗
宜
歟
の
よ
し
申
云
々
（
彰
）、
頗
宜
歟
之
由
申
（
内
・
青
一
） 

 

艶
に
は
き
こ
ゆ
れ
と
―
ゆ
う
に
き
こ
ゆ
る
（
内
・
青
一
）
、

よ

ろ

し

き

体

に

は

え
む
に
は
き
こ
ゆ
る
を

（
宮
）、
え
む
に
は
き
こ
ゆ

れ

と

イ

る
を
（
刈
）、
え
ん
に
は
き
こ
ゆ
る
を
（
京
・
北
） 

 
殊
に
花
を
思
へ
る
心
す
く
な
き
に
や
―
故
郷
の
花
を
お
も
へ
る
心
の
な
き
に
や

（
青
一
「
故
郷
」
に
「
本
ノ
」
と
傍
注
・
内
「
故
歟
」
と
補
入
）
、
殊
花
を
し

る
心
す
く
な
き
に
や
（
神
）、
こ
と
に
花
を
思
へ
る
心
す
く
な
く
や
（
刈
） 

 

あ
さ
霞
―
あ
さ
霞
な
と
（
宮
・
京
・
北
） 

 

こ
ひ
ね
か
は
れ
ぬ
さ
ま
―
こ
ひ
ね
か
は
ぬ
さ
ま
（
内
・
桑
・
中
一
・
中
二
・
青

一
・
松
） 

【
通
釈
】 

四
番 

 
 

羇
中
、
花
を
見
る
（
旅
に
あ
っ
て
、
花
を
見
る
） 

 
 

 

左 

持 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

寂
蓮 

７ 

旅
の
空
で
い
く
夜
も
旅
寝
を
重
ね
、
雲
の
中
に
臥
す
こ
と
に
も
な
れ
て
（
そ
の

た
め
に
）
雲
と
見
分
け
が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
夕
暮
れ
時
の
花
の
木
陰
で
あ
る

よ
。 

 
 

 

右 

霞
、
遠
樹
を
隔
つ
（
霞
が
遠
く
の
樹
を
隔
て
て
い
る
）
前
権
僧
正
慈
円 

８ 

吉
野
山
の
山
の
端
が
奥
深
く
見
え
る
。
朝
霞
が
そ
の
中
に
籠
め
る
木
々
の
梢
を

山
の
端
の
雲
の
籠
め
る
に
任
せ
て
。 

 

左
歌
に
つ
い
て
、
右
方
が
申
し
ま
す
こ
と
に
は
、
特
に
難
は
な
い
。
そ
れ
ば

か
り
か
、
極
め
て
結
構
だ
と
思
う
よ
し
を
申
し
ま
す
。
右
歌
に
つ
い
て
、
左
方

も
ま
た
特
に
申
す
べ
き
こ
と
は
な
い
。 

 

判
者
が
申
し
ま
す
に
は
、
左
歌
の
姿
は
艶
な
美
し
さ
を
も
っ
て
い
る
と
聞
こ

え
る
け
れ
ど
も
、
特
に
花
を
思
っ
て
い
る
心
が
少
な
い
で
し
ょ
う
か
。
右
も
ま

た
、
朝
霞
の
詠
み
方
が
、
こ
の
よ
う
に
詠
み
た
い
と
強
く
願
わ
れ
る
と
い
う
の

で
は
な
い
様
子
で
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
引
き
分
け
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。 

 

○
題
―
題
の
異
な
る
一
番
。
左
の
「
羇
中
見
花
」
は
、
「
旅
先
で
花
を
見
る
」
の
意
。

こ
の
題
は
、
本
歌
合
以
前
に
は
、
重
家
集
に
「
内
大
臣
殿
に
は 

羈
中
見
花
」
（
三

〇
三
）
の
例
が
あ
る
。
類
似
の
題
に
「
旅
客
見
花
」
（
後
拾
遺
集 

一
〇
九
）
「
羈

中
花
」
（
仙
洞
五
十
首
歌
合
）
が
あ
る
。
右
は
「
霞
隔
遠
樹
」。 

７ ○
旅
の
空
―
「
空
」
は
、
第
二
句
の
「
雲
」
と
ひ
び
き
あ
っ
て
、
実
際
の
空
を
イ
メ

ー
ジ
さ
せ
な
が
ら
、
旅
に
あ
る
境
遇
を
も
い
う
。
和
歌
史
の
上
で
は
雁
な
ど
の
空

の
旅
の
様
子
を
い
う
歌
か
ら
は
じ
ま
り
、
比
喩
的
に
こ
の
よ
う
な
表
現
が
詠
ま
れ

て
く
る
。 

○
い
く
夜
の
雲
に
臥
し
な
れ
て
―
山
を
越
え
て
ゆ
く
旅
寝
を
重
ね
た
さ
ま
を
い
う
。

幾
晩
も
山
中
に
旅
寝
を
重
ね
て
雲
の
中
に
臥
す
こ
と
に
な
れ
て
、
の
意
。
雲
は
雁

や
月
、
ひ
い
て
は
人
に
宿
を
か
す
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

・
ひ
き
つ
ら
ね
旅
の
空

、
、
、
な
る
雁
が
ね
は
雲
の
う
へ
に
や
宿
は
か
る
ら
ん
（
式
部
禖

子
内
親
王
家
歌
合 

一
六
） 

 

・
宿
か
ら
ん
ゆ
く
へ
も
み
え
ぬ
旅
の
空

、
、
、
雲
ゐ
を
た
の
む
野
辺
の
夕
暮
（
隆
信 

御

室
五
十
首 

四
四
六
） 

 

・
月
影
は
く
ま
な
き
も
の
を
尋
行
く
人
は
い
づ
く
の
雲
に
臥
す
ら
ん
（
出
観
集 

四
一
七
） 

 

山
中
の
宿
り
を
詠
む
例
を
挙
げ
る
。 

 

・
雲
に
臥
す
人
の
心
ぞ
し
ら
れ
ぬ
る
け
ふ
小
初
瀬
の
奥
の
山
踏
み

、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
秋
篠
月
清
集 

一
八
七 

二
夜
百
首 

建
久
元
年
） 

 

 

・
こ
れ
や
さ
は
都
に
て
見
し
空
の
雲
そ
れ
を
片
敷
く
峰
の
旅
臥
し

、
、
、
、
、
（
後
鳥
羽
院 

千
五
百
番
歌
合 

二
八
二
二
） 

 

「
い
く
代、
の
雲
」
（
季
保 

正
治
後
度
百
首 

七
五
一
）
が
一
例
あ
る
が
、
「
い

く
夜
の
雲
」
は
こ
の
例
の
み
で
あ
る
。
三
句
ま
で
題
の
「
羇
中
」
に
あ
た
る
。 

○
思
ひ
も
わ
か
ぬ
花
の
夕
陰
―
「
思
ひ
わ
く
」
は
物
事
に
対
し
て
適
正
な
理
解
や
判

断
を
す
る
こ
と
、
違
い
な
ど
を
見
分
け
る
こ
と
で
あ
る
。
「
思
ひ
も
わ
か
ぬ
」
は

そ
れ
と
識
別
で
き
な
い
、
見
分
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
い
う
。 

 

・
郭
公
思
ひ
も
わ
か
ぬ
一
声
を
聞
き
つ
と
い
か
が
人
に
語
ら
ん
（
山
家
集 

一
九

三
） 

 

こ
れ
は
、
幻
聴
か
と
思
わ
れ
は
っ
き
り
確
認
で
き
な
い
郭
公
の
一
声
を
い
う
。
７

は
、
雲
と
花
の
伝
統
的
な
比
喩
関
係
を
踏
ま
え
て
、
花
が
ま
る
で
臥
し
な
れ
た
雲

の
中
に
い
る
よ
う
で
そ
れ
と
区
別
で
き
な
い
さ
ま
を
表
現
す
る
。 

 

「
花
の
夕
陰
」
は
、
「
花
の
夕
影、
」
と
し
て
、
源
氏
物
語
若
菜
上
巻
の
、
女
三
宮

に
恋
を
募
ら
せ
る
柏
木
歌
の
例
が
あ
り
、
そ
の
連
想
が
俊
成
に
「
艶
」
の
評
語
を

使
わ
せ
た
の
か
と
思
わ
せ
る
。 

 

・
よ
そ
に
見
て
折
ら
ぬ
な
げ
き
は
茂
れ
ど
も
な
ご
り
恋
し
き
花
の
夕
か
げ
（
四
八

一
） 
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７
で
は
、
夕
暮
れ
時
の
、
旅
人
が
そ
こ
に
宿
る
こ
と
に
な
る
花
の
木
下
陰
を
い
う
。 

８ ○
み
吉
野
の
山
―
吉
野
山
は
、
大
和
国
歌
枕
。 

○
山
の
端
ふ
か
し
―
こ
の
表
現
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。
山
の
稜
線
が
霞
に
よ
っ
て
奥

深
く
沈
ん
で
見
え
る
さ
ま
を
表
現
す
る
。
山
の
端
に
見
え
る
木
の
梢
を
「
遠
樹
」

と
す
る
。 

○
朝
霞
こ
む
る
梢
を
雲
に
任
せ
て
―
朝
霞
が
そ
の
中
に
籠
め
る
木
々
の
梢
だ
が
、
そ

れ
を
山
の
端
に
か
か
る
雲
が
籠
め
る
の
に
任
せ
て
し
ま
っ
て
、
の
意
。
雲
が
思
う

ま
ま
に
木
々
の
梢
に
か
か
っ
て
い
る
様
子
を
い
う
か
。
雲
の
た
め
に
朝
霞
の
存
在

感
が
薄
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
詠
み
方
で
あ
る
。 

▽
双
方
の
方
人
は
難
点
を
指
摘
し
な
か
っ
た
の
に
、
俊
成
が
両
歌
の
欠
点
を
指
摘
し

て
引
き
分
け
に
し
た
例
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
題
に
照
ら
し
て
、
７
で
は
「
花
」

が
、
８
で
は
「
霞
」
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
お
り
、
俊
成
の
歌
題
に

対
す
る
見
識
が
う
か
が
わ
れ
る
判
定
で
あ
る
。 

  

五
番 

 
 

 

羇
中
見
花 

 
 

 

左 

勝 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

左
大
臣 

９ 

け
ふ
も
又

さ
く
ら

桜
に
宿
を
か
り
衣
き
つ
ゝ
な
れ
ゆ
く

は
る春

の
山

か
ぜ風 

 
 

 

右 
 

霞
隔
遠
樹 

 
 

 
 

 

左
近
衛
権
少
将
雅
経 

１０ 

か
ら唐

錦
秋
の

か
た形

見
を
た
ち
か
へ
て

は
る春

は
か
す
み

霞
の

こ
ろ
も
で

衣
手
の
森 

左
歌
を
、
右
、
殊
ニ

申
ス

旨
な
し
。
右
歌
、
左
、

（
ま
う
し
て
い
は
く
）

申

云
、

は
る春

の
霞
の
歌

に
「

か
ら唐

錦
あ
き秋

の
か
た
み

形
見
」
と

を置
け
る
、
よ
し
な
く
や
。 

判
者
、
左
を
も
て
為
ス

レ

勝
ト

。 

【
校
異
】 

９
か
り
衣
―
か

りら
衣
（
刈
） 

１０
秋
の
か
た
み
を
―
秋
の
か
た
み
と
（
神
・
彰
・
青
二
）、
秋
の
か
た
み
に
（
刈
） 

難
陳
・
判
詞 

 

は
る
の
霞
の
歌
―
霞
の
歌
に
（
京
・
北
） 

 

あ
き
の
か
た
み
と
―
秋
の
か
た
み
に
と
（
刈
）
、
秋
の
か
た
み
に
（
桑
・
中
一
・

中
二
・
松
） 

 

よ
し
な
く
や
―
よ
し
な
し
と
や
（
宮
） 

【
他
出
文
献
】 

９ 

秋
篠
月
清
集 

春 

一
〇
一
一
（
「
同
歌
合
に
、
羇
中
花
」
） 

１０ 

明
日
香
井
集 

一
〇
五
六
（
「
新
宮
撰
歌
合 

同
三
月
廿
九
日
作
者
隠
名
、
霞

隔
遠
樹
」
・
詠
歌
一
体 

一
〇 

【
通
釈
】 

五
番 

 
 
 

羇
中
、
花
を
見
る
（
旅
に
あ
っ
て
、
花
を
見
る
） 

 
 
 

左 

勝 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

左
大
臣
（
良
経
） 

９ 

今
日
も
ま
た
、
桜
（
の
花
の
木
陰
に
）
宿
を
借
る
こ
と
に
な
っ
た
。
旅
の
狩
衣

は
着
て
い
る
う
ち
に
な
れ
て
ゆ
く
が
、
木
陰
に
来
て
宿
る
こ
と
が
重
な
る
に
つ

け
、
春
の
山
風
に
も
次
第
に
な
れ
て
ゆ
く
こ
と
だ
。 

 
 
 

右 
 

霞
、
遠
樹
を
隔
つ
（
霞
が
遠
く
の
樹
を
隔
て
て
い
る
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

左
近
衛
権
少
将
雅
経 

１０ 

秋
の
残
し
た
形
見
の
唐
錦
を
裁
ち
か
え
て
、
春
に
は
霞
が
立
ち
、
霞
の
衣
を
着

る
衣
手
の
森
よ
。 

 

左
歌
に
つ
い
て
、
右
方
は
、
特
に
申
す
こ
と
は
な
い
。
右
歌
に
つ
い
て
、
左

方
が
申
し
ま
す
こ
と
に
は
、
春
の
霞
の
歌
に
、
「
唐
錦
秋
の
形
見
」
と
言
い
お

い
て
い
る
の
は
、
不
適
切
だ
ろ
う
か
。 

 

判
者
は
、
左
歌
を
も
っ
て
勝
ち
と
す
る
。 

【
本
歌
】 

９ 

唐
衣
き
つ
つ
な
れ
に
し
つ
ま
し
あ
れ
ば
は
る
ば
る
き
ぬ
る
旅
を
し
ぞ
思
ふ
（
男

伊
勢
物
語 

第
九
段 

一
〇
） 

１０ 

唐
錦
枝
に
ひ
と
む
ら
残
れ
る
は
秋
の
形
見
を
た
た
ぬ
な
り
け
り
（
「
散
り
残
り

た
る
紅
葉
を
見
侍
り
て
」
僧
正
遍
昭 

拾
遺
集 

冬 

二
二
〇
） 

 

○
題
―
四
番
同
様
、
左
は
「
羇
中
見
花
」
、
右
は
「
霞
隔
遠
樹
」
の
、
題
の
異
な
る

一
番
。 

９ ○
け
ふ
も
又
桜
に
宿
を
か
り
衣
―
「
け
ふ
も
又
」
は
、
同
じ
よ
う
な
日
が
続
い
て
お

り
、
今
日
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
か
り
衣
（
狩
衣
）
」

に
「
宿
を
借
る
」
の
意
を
掛
け
る
。
桜
の
下
で
旅
寝
す
る
こ
と
が
続
い
て
い
る
様

子
。
先
行
例
に
は
次
の
歌
が
あ
る
。 

 

・
け
ふ
も
又
花
み
て
暮
ら
す
旅
人
の
春
の
と
ま
り
は
桜
な
り
け
り
（
「
屏
風
の
絵



15 新宮撰歌合 建仁元年三月 全注解稿（一）  
 

- 78 - 

を
見
て
人
々
歌
詠
む
に
、
春
の
花
の
も
と
に
旅
人
馬
よ
り
お
り
て
ゐ
た
る
と

こ
ろ
」
為
仲
集 

八
） 

「
宿
を
か
り
衣
」
の
掛
詞
は
次
の
定
家
の
例
が
す
で
に
あ
り
、
後
に
も
愛
用
さ
れ
て

い
る
。 

 

・
い
づ
こ
に
か
今
宵
は
宿
を
か
り
衣
日
も
ゆ
ふ
暮
の
峰
の
嵐
に
（
「
正
治
元
年
冬

左
大
臣
家
十
首
歌
合
、
羈
中
晩
嵐
」
拾
遺
愚
草 

二
六
七
九
） 

 

・
天
川
か
は
瀬
に
宿
を
か
り
衣
交
野
の
冬
の
雪
の
夕
暮
（
後
鳥
羽
院
御
集 

三
六

二 

建
仁
元
年
外
宮
歌
合
） 

○
か
り
衣
き
つ
つ
な
れ
ゆ
く
春
の
山
風
―
第
三
句
「
か
り
衣
」
は
上
下
に
働
い
て
い

る
。
「

（
ら
）

か
り
衣
」
「
き
つ
つ
な
れ
（
ゆ
く
）
」
「
は
る
」
と
続
け
る
こ
と
に
よ
り
伊

勢
物
語
歌
を
連
想
さ
せ
、
そ
の
旅
情
を
背
後
に
漂
わ
せ
る
。
狩
衣
を
着
て
い
る
と

衣
が
な
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
次
第
に
な
れ
て
ゆ
く
春
の
山
風
で
あ
る
、
の

意
。 

１０ ○
唐
錦
秋
の
形
見
を
た
ち
か
へ
て
―
冬
に
残
っ
て
い
た
秋
の
形
見
の
唐
錦
を
裁
ち
変

え
て
、
の
意
。
本
歌
の
次
の
季
節
を
詠
む
。
「
唐
錦
」
は
唐
織
り
の
錦
で
、
紅
葉

を
喩
え
る
。
唐
錦
・
裁
つ
な
ど
、
す
べ
て
下
句
「
衣
手
の
森
」
の
「
衣
」
の
縁
語
。

「
錦
を
裁
つ
、
、
」
は
、
下
句
で
は
「
霞
が
立
つ
、
、
」
の
掛
詞
と
し
て
働
く
。 

○
春
は
霞
の
衣
手
の
森
―
春
は
霞
が
立
ち
、
霞
の
衣
を
着
る
衣
手
の
森
よ
、
の
意
。

霞
の
衣
は
、
霞
を
衣
に
見
立
て
た
表
現
で
、
次
の
歌
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

・
春
の
着
る
霞
の
衣
ぬ
き
を
薄
み
山
風
に
こ
そ
乱
る
べ
ら
な
れ
（
在
原
行
平
朝
臣

古
今
集 

春
上 

二
三
） 

 

「
衣
手
の
森
」
は
、
古
来
諸
説
あ
る
が
、
京
都
市
右
京
区
の
松
尾
大
社
の
摂
社
の

一
つ
で
あ
る
「
衣
手
社
」
の
森
か
。
早
い
例
は
、 

 

・
春
は
花
秋
は
紅
葉
と
誘
は
れ
て
人
の
立
ち
寄
る
衣
手
の
森
（
「
あ
る
と
こ
ろ
よ

り
、
衣
手
の
森
と
い
ふ
所
を
絵
に
描
か
せ
給
ひ
て
、
詠
み
に
給
は
せ
た
り
し
」

中
務
集 

二
五
四
・
馬
内
侍
集 

一
四
一
） 

 

そ
の
名
称
か
ら
、
「
衣
」
の
縁
語
を
駆
使
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

▽
為
家
の
八
雲
口
伝
（
詠
歌
一
体
）
に
は
１０
の
歌
に
つ
い
て
歌
合
の
難
を
踏
ま
え
て

次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。 

 

此
歌
は
歌
合
に
難
ぜ
り
。
す
べ
て
歌
が
ら
も
こ
ひ
ね
が
は
ず
、
衣
手
の
森
を
し

い
だ
さ
む
と
作
り
た
る
歌
也
。
昔
は
歌
に
も
対
を
と
る
な
ど
申
し
け
れ
ば
、
さ
る

事
も
あ
る
べ
し
。 

 

春
が
す
み
か
す
み
て
い
に
し
雁
が
ね
は
い
ま
ぞ
な
く
な
る
秋
ぎ
り
の
う
へ
に 

 

ほ
と
ゝ
ぎ
す
な
く
や
五
月
に
う
ゑ
し
田
を
か
り
が
ね
さ
む
く
秋
ぞ
く
れ
ぬ
る 

こ
れ
ら
も
強
ち
に
こ
ひ
ね
が
は
ず
。 

  

六
番 

 
 
 

羇
中
見
花 

 
 
 

左 

持 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

散
位
有
家 

１１ 

都
よ 

（
ふ
き
）

り
吹
こ
む
風
の
を（お

）

と
づ
れ
も
花
に
は
つ
ら
き
山
路
な
り
け
り 

 
 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

宮
内
 

１２ 

古
郷
の
た
よ
り

お
も思

は
ぬ
な
が
め
か
な
花

ち散
る
比
の

う 

つ
宇
津
の

や
ま
ご

山
越
え 

左
歌
、
右

（
ま
う
し
て
い
は
く
）

申

云
、
「
吹
こ
ん
」
と
い
へ
る
、
「
風
の
を（お

）

と
づ
れ
」
耳
に
た

ち
て

き聞
こ
ゆ
る
に
や
。
右
歌
、
左
申
云
、
「
な
が
め
か
な
」
と
い
へ
る
、
「
な

が
む
れ
ば
」
な
ど
とゝ
こ
そ

ふ
る古

く
も

よ詠
み
な
ら
は
し
て
侍
れ
、
「
な
が
め
」
と
い

ふ
物 

（
あ
る
）

の
有
や
う
に
や

き聞
こ
ゆ
ら
ん
。 

判
者
申
云
、
「う 

つ
宇
津
の

や
ま
ご

山
越
え
」
、
伊
勢
物
語
に
も
、
「つ

た蔦
か
へ
で

し
げ茂

り
て
」

な
ど
こ 

（
ま
う
し
）

そ
申
た
れ
、
花
に
は

よ詠
み
な
ら
は
さ
ず
や

は
べ侍

ら
ん
。

（
み
ぎ
の
か
た
う
ど
）

右

方

人
、

当
時
桜

お
ほ多

く
さ咲

き
た
る
よ

（
ち
ん
じ
）

し
陳
申
せ
ど
も
、
「
な
が
め
」

こ
と殊

に
心
ゆ
か
ず
と

て
、
持
と
す
。 

【
校
異
】 

１１
吹
こ
む
風
の
―
吹
ら
ん
風
の
（
神
）
、
吹

マらヽ
ん
風
の
（
刈
）
、
ふ
き
こ
す
風
の

（
内
・
青
一
） 

 

を
と
つ
れ
も
―
を
と
つ
れ
て
（
内
・
青
一
） 

 

花
に
は
つ
ら
き
―
春
に
は
つ
ら
き
（
京
） 

難
陳
・
判
詞  

 
吹
こ
ん
と
い
へ
る
―
吹
ら
ん
と
い
へ
る
（
神
）
、
吹
こ
む
と
を
け
る
（
宮
・
刈
・

京
・
北
）、
吹
こ
す
風
と
を
け
る
（
内
・
青
一
） 

 

耳
に
た
ち
て
き
こ
ゆ
る
に
や
―
耳
に
立
て
き
こ
ゆ
（
内
）
、
耳
に
立
て
き
こ
ゆ
る

（
青
一
） 

 

ふ
る
く
も
よ
み
な
ら
は
し
て
侍
れ
―
ふ
る
く
も
よ
み
な
ら
は
し
た
れ
（
宮
・
刈
）
、

ふ
る
く
も
よ
み
な
ら
は
し
た
る
に
（
京
・
北
）、
ふ
か
く
も
よ
み
な
ら
は
し
て
侍

れ
（
彰
）
、
ふ
る
く
も
よ
み
な
ら
は
し
て
侍
れ
（
中
一
・
中
二
）
、
ふ
る
く
よ
み
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な
ら
は
し
た
れ
（
内
・
青
一
） 

 

う
つ
の
や
ま
こ
え
―
う
つ
の
山
を
（
宮
） 

 
つ
た
か
へ
て
し
け
り
て
な
と
こ
そ
申
た
れ
―
か
え
て
し
け
り
て
な
と
こ
そ
申
た
れ

（
内
・
青
一
）、
つ
た
か
え
て
し
け
り
な
と
こ
そ
申
た
れ
（
桑
・
中
一
・
中
二
・

松
） 

 

花
に
は
よ
み
な
ら
は
さ
す
や
は
へ
ら
ん
―
花
に
よ
み
な
ら
は
か
さ
す
や
は
へ
ら
ん

（
宮
・
刈
）
、
春
に
は
よ
み
な
ら
は
か
さ
す
や
侍
（
内
）
、
春
に
は
よ
み
な
ら
は

さ
す
や
侍
（
青
一
） 

 

当
時
桜
お
ほ
く
さ
き
た
る
よ
し
―
当
時
お
ほ
く
さ
き
た
る
よ
し
（
内
）、
当
時
お
ほ

く
き
ゝ
た
る
よ
し
（
青
一
・
青
二
）、
た
ゝ
し
桜
お
ほ
く
さ
き
た
る
よ
し
（
京
・

北
）、
当
時
桜
お

ほ
かつ

く
さ
き
た
る
よ
し
（
神
） 

 

陳
申
せ
と
も
―
の
へ
申
せ
と
も
（
京
・
北)

、
陳
申
と
也
（
宮
）
、
陳
申
せ
と

（
刈
）、
陳
申
を
と
も
（
神
）、
陳
申
を
（
内
・
青
一
） 

 

な
か
め
こ
と
に
心
ゆ
か
す
と
て
持
と
す
―
な
か
め
も
ま
こ
と
に
心
ゆ
か
す
持
と
す

（
京
・
北
）
、
な
か
め
も
ま
こ
と
に
心
ゆ
か
す
と
て
為
持
（
宮
・
内
・
青
一
）
、

な
か
め
も
誠
心
ゆ
か
す
と
て
為
持
（
刈
） 

【
他
出
文
献
】 

１２ 

夫
木
和
歌
抄 

春
四 

一
三
八
七
（
「
建
仁
元
年
十
首
歌
合
、
羈
中
見
花
」
） 

【
通
釈
】 

六
番 

 
 

 

羇
中
、
花
を
見
る
（
旅
に
あ
っ
て
、
花
を
見
る
） 

 
 

 

左 

持 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

散
位
有
家 

１１ 

都
か
ら
吹
い
て
く
る
だ
ろ
う
風
の
訪
れ
も
、
（
人
に
は
嬉
し
い
も
の
だ
が
）
花

に
対
し
て
は
恨
め
し
く
つ
ら
い
旅
の
山
路
で
あ
る
こ
と
よ
。 

 
 

 

右 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宮
内
喞 

１２ 

（
常
な
ら
風
は
都
の
た
よ
り
と
思
う
の
だ
が
）
都
の
た
よ
り
と
は
思
わ
な
い
な

が
め
で
あ
る
よ
。
花
が
散
る
こ
ろ
に
宇
津
の
山
を
越
え
て
い
く
の
は
。 

 

左
歌
に
つ
い
て
、
右
方
が
申
し
ま
す
に
は
、
「
吹
き
こ
む
」
と
言
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
だ
が
、
（
そ
の
た
め
に
）
「
風
の
お
と
づ
れ
」
が
耳
ざ
わ
り
に

聞
こ
え
る
だ
ろ
う
か
。
右
歌
に
つ
い
て
、
左
方
が
申
し
ま
す
に
は
、
「
な
が
め

か
な
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
だ
が
、
「
な
が
む
れ
ば
」
な
ど
と
こ
そ

は
古
く
か
ら
も
詠
み
な
ら
わ
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
（「
な
が
め
か
な
」
と

い
う
と
）、
「
な
が
め
」
と
い
う
物
が
あ
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
か
。 

 

判
者
が
申
し
ま
す
こ
と
に
は
、
「
宇
津
の
山
越
え
」
で
す
が
、
伊
勢
物
語
に

も
「
蔦
か
へ
で
茂
り
て
」
な
ど
と
こ
そ
申
し
て
お
り
ま
す
が
（
花
は
登
場
し
ま

せ
ん
の
で
）
、
花
（
の
歌
）
に
は
（
宇
津
の
山
を
）
詠
む
な
ら
わ
し
は
な
か
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。 

 

右
の
方
人
は
、
現
今
は
（
宇
津
の
山
に
は
）
桜
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
る
む

ね
を
主
張
し
ま
し
た
が
、
「
な
が
め
」
が
特
に
納
得
が
ゆ
か
な
い
と
し
て
、
引

き
分
け
と
す
る
。 

【
本
説
】 

１２ 

…
…
ゆ
き
ゆ
き
て
駿
河
の
国
に
い
た
り
ぬ
。
宇
津
の
山
に
い
た
り
て
、
わ
が
入

ら
む
と
す
る
道
は
い
と
暗
う
細
き
に
、
蔦
か
へ
で
は
茂
り
、
も
の
心
細
く
、
す

ず
ろ
な
る
め
を
見
る
こ
と
と
思
ふ
に
、
修
行
者
あ
ひ
た
り
。
「
か
か
る
道
は
、

い
か
で
か
い
ま
す
る
」
と
い
ふ
を
見
れ
ば
、
見
し
人
な
り
け
り
。
京
に
、
そ
の

人
の
御
も
と
に
と
て
、
文
か
き
て
つ
く
。
「
駿
河
な
る
う
つ
の
山
辺
の
う
つ
つ

に
も
夢
に
も
人
に
あ
は
ぬ
な
り
け
り
」
（
伊
勢
物
語 

第
九
段
） 

 

○
題
―
１１
、
１２
は
左
右
同
題
で
、
「
羇
中
見
花
」。 

１１ ○
風
の
を
と
づ
れ
―
風
の
吹
い
て
く
る
こ
と
を
人
の
訪
れ
て
く
る
こ
と
に
喩
え
て
い

う
語
で
あ
る
の
で
、
「
吹
き
こ
む
」
と
い
う
修
飾
語
は
贅
語
に
な
る
。
右
方
の
申

状
は
そ
こ
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

○
花
に
は
つ
ら
き
―
「
は
」
は
、
花
を
取
り
立
て
る
こ
と
で
、
花
以
外
の
も
の
を
暗

示
す
る
。
な
つ
か
し
い
都
か
ら
吹
い
て
き
た
風
は
旅
人
に
は
嬉
し
い
も
の
で
あ
る

が
、
花
に
と
っ
て
は
散
ら
す
風
で
あ
る
か
ら
つ
ら
く
恨
め
し
い
、
の
意
。 

１２ ○
古
郷
の
た
よ
り
思
は
ぬ
―
伊
勢
物
語
第
九
段
宇
津
の
山
で
旅
の
男
は
、
都
で
見
知

っ
た
修
行
者
に
偶
然
出
逢
い
、
京
の
思
い
人
の
と
こ
ろ
に
文
を
言
付
け
る
。
「
風

の
た
よ
り
」
は
消
息
な
ど
を
伝
え
る
使
者
に
喩
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
伊
勢
物

語
の
修
行
者
に
あ
た
る
の
が
風
で
あ
ろ
う
。
次
の
雅
経
歌
も
、
宇
津
の
山
風
を

「
古
里
の
た
よ
り
」
と
し
て
い
て
参
考
に
な
る
。 

 

・
古
里
の
た
よ
り
と
な
ら
ば
言
づ
て
ん
袂
に
む
か
ふ
宇
津
、
、
の
山
風

、
、
、
（
雅
経 

正
治

後
度
百
首 
二
七
三
） 

 

こ
こ
で
は
、
「
た
よ
り
お
も
は
ぬ
」
で
あ
る
か
ら
、
古
里
の
つ
て
だ
と
思
わ
な
い
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の
意
で
あ
ろ
う
。
「
た
よ
り
（
と
）
思
は
ぬ
」
の
意
と
解
せ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

下
句
の
風
景
は
、
風
を
情
け
あ
る
古
里
の
使
者
だ
と
思
わ
せ
な
い
と
い
う
意
味
を

表
し
て
い
る
と
考
え
る
。 

○
な
が
め
か
な
―
こ
の
句
は
、
明
日
香
井
集
、
拾
玉
集
に
多
数
見
出
さ
れ
、
新
古
今

時
代
の
先
行
例
も
多
い
。 

 

・
花
ゆ
ゑ
に
い
と
ふ
物
ま
で
な
が
め
か
な
隔
つ
る
霞
散
ら
す
山
風
（
拾
玉
集 

一

三
一
三 
花
月
百
首 

建
久
二
年
） 

 

宮
内

に
は
１２
に
先
行
す
る
二
例
が
あ
る
。 

 

・
五
月
雨
の
雲
に
も
霞
む
な
が
め
か
な
遠
山
本
の
夕
暮
の
空
（
「
五
月
雨
」
正
治

後
度
百
首 

八
二
二 
正
治
二
年
） 

 

・
思
ふ
さ
へ
曇
ら
ぬ
夜
半
の
詠
か
な
を
ば
す
て
山
の
い
に
し
へ
の
空
（
老
若
五
十

首
歌
合 

二
四
八 

建
仁
元
年
二
月
） 

 

六
百
番
歌
合
十
一
番
左
の
有
家
歌 

 

・
天
の
原
春
と
も
見
え
ぬ
な
が
め
か
な
去
年
の
名
残
の
雪
の
曙
（
二
一
） 

 

の
判
詞
に
お
い
て
、
俊
成
は
、
「
判
云
…
…
こ
の
な
が
め
か
な
と
い
ふ
詞
の
近
来

見
え
侍
る
、
未
甘
心
お
ぼ
え
侍
り
、
定
め
て
ひ
が
心
に
侍
ら
ん
か
し
」
と
批
評
し

て
い
る
。
本
歌
合
の
左
方
の
言
い
分
も
、
俊
成
の
意
向
も
同
様
の
趣
旨
で
あ
ろ

う
。
為
家
の
詠
歌
一
体
「
先
達
加
難
詞
」
に
「
な
が
め
」
が
入
っ
て
い
る
。 

○
花
散
る
比
の
宇
津
の
山
越
え
―
「
花
散
る
比
」
は
、
花
を
散
ら
す
風
を
最
も
厭
う

時
節
で
あ
る
。
宇
津
の
山
は
、
伊
勢
物
語
の
舞
台
で
、
静
岡
県
志
太
郡
と
静
岡
市

と
の
間
に
あ
る
山
。
東
海
道
難
所
の
一
つ
、
宇
津
谷
峠
が
あ
る
。 

▽
俊
成
の
、
歌
枕
と
景
物
の
関
係
に
つ
い
て
の
見
解
が
う
か
が
わ
れ
る
判
詞
で
あ
る
。 

  

七
番 

 
 

 

雨
後
子
規 

 
 

 

左 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

左
近
衛
権
中
将
通
具 

１３ 

む
ら
さ
め

村
雨
の

は晴
る
ゝ
雲
間
に
時
鳥
月
影

ち
ぎ契

る
さ 

よ
小
夜
の
一
声 

 
 

 

右 

勝 

羇
中
見
花 

 
 

 
 

雅
経 

１４
新
古 

 
 

岩
ね根

ふ
み

か
さ重

な
る

や
ま山

を 

（
す
て
）

分
捨
て
花
も
い
く
へ
の
跡
の

し
ら白

雲 

左
歌
、
右
方

（
ま
う
し
て
い
は
く
）

申

云
、
「
月
影

ち
ぎ契

る
」
と
は
い
か
に

ち
ぎ契

れ
る
に
か
。
右

歌
、
左
、
難
な
き
上
に
よ
ろ
し
き
よ
し
を

申
（
ま
う
す
）

。 

判
者
、
右
も
て
勝
（
と
）
す
。 

【
校
異
】 

１４
分
捨
て
―
分
捨

き
イ

て
ゝ
（
宮
）、
わ
け
す
き
て
（
内
・
青
一
） 

難
陳
・
判
詞 

 

い
か
に
ち
き
れ
る
に
か
―
い
か
に
契
る
こ
と
あ
り
や
（
青
一
）、
い
か
に
契
る
こ
と

あ
り
（
内
）、
い
か
に
契
に
か
（
宮
・
京
・
刈
・
北
・
彰
・
松
・
桑
・
中
一
・
中

二
） 

 

右
も
て
勝
す
―
他
本
に
よ
り
「
右
も
て
勝
と
す
」
と
校
訂
。
以
右
為
勝
（
宮
・

内
・
刈
・
青
一
）
、
以
右
勝
と
す
（
京
・
彰
・
北
）
、
右
を
も
て
勝
と
す
（
神
）
、

右
を
勝
と
す
（
桑
・
中
一
・
中
二
・
松
） 

【
他
出
文
献
】 

１４ 

新
古
今
集 

春
上 

九
三
（
「
和
歌
所
歌
合
に
、
羈
旅
花
と
い
ふ
こ
と

を
」
）
・
明
日
香
井
集 

一
〇
五
七
（
「
新
宮
撰
歌
合 

同
三
月
廿
九
日
作
者

隠
名
、
羈
中
見
花
」
）
・
題
林
愚
抄 

九
五
九 

【
通
釈
】 

七
番 

 
 
 

雨
後
の
子
規
（
雨
の
止
ん
だ
後
に
鳴
く
時
鳥
） 

 
 
 

左 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

左
近
衛
権
中
将
通
具 

１３ 

ひ
と
し
き
り
降
っ
た
村
雨
の
晴
れ
た
雲
の
間
か
ら
出
て
き
た
月
影
と
約
束
が
あ

る
よ
う
に
村
雨
の
晴
れ
間
に
聞
こ
え
て
き
た
時
鳥
の
夜
の
一
声
よ
。 

 
 
 
 

右 

勝 

羇
中
、
花
を
見
る
（
旅
に
あ
っ
て
、
花
を
見
る
） 

雅
経 

１４ 

大
き
な
岩
を
踏
み
越
え
て
ゆ
く
幾
重
に
も
重
な
っ
た
山
々
に
分
け
入
り
分
け
捨

て
て
、
振
り
か
え
る
と
、
花
も
ま
た
幾
重
の
白
雲
と
な
っ
て
後
の
方
に
続
い
て

い
る
こ
と
だ
。 

 

左
歌
に
つ
い
て
、
右
方
が
申
し
ま
す
こ
と
に
は
、
「
月
影
契
る
」
と
い
う
の

は
、
ど
の
よ
う
に
契
る
と
い
う
の
か
。
右
歌
に
つ
い
て
、
左
方
は
、
欠
点
が
無

い
上
に
結
構
で
あ
る
旨
を
申
し
ま
す
。 

 

判
者
は
、
右
を
も
っ
て
、
勝
ち
と
す
る
。 

【
本
歌
】 

１４ 

岩
根
ふ
み
重
な
る
山
は
な
け
れ
ど
も
逢
は
ぬ
日
数
を
恋
ひ
や
わ
た
ら
む
（
坂
上

郎
女 
拾
遺
集 

恋
五 

九
六
九
・
万
葉
集 

巻
十
一 

二
四
二
二

「
あ
ら
ね
ど
も

雖
不
有 

あ
は
ぬ
ひ
あ
ま
た

不
相
日
数 

こ
ひ
わ
た
る
か
も

恋
度
鴨

」
・
童
蒙
抄 

一
七
二
「
重
な
る
山
に

あ
ら
ね
ど
も
い
は
ぬ
日
あ
ま
た
恋
ひ
わ
た
る
か
も
」
・
伊
勢
物
語
第
七
四
段
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「
重
な
る
山
に
あ
ら
ね
ど
も
逢
は
ぬ
日
多
く
恋
ひ
わ
た
る
か
な
」
・
定
家
八

代
抄
） 

 
○
題
―
左
は
「
雨
後
子
規
」
、
右
は
「
羇
中
見
花
」
の
異
な
る
題
の
一
番
。
「
雨
後

子
規
（
郭
公
・
時
鳥
）
」
が
題
と
し
て
見
え
る
の
は
本
歌
合
が
最
初
。 

１３ ○
村
雨
―
ひ
と
し
き
り
激
し
く
降
っ
て
通
り
過
ぎ
る
雨
の
こ
と
。
時
鳥
と
村
雨
が
詠

ま
れ
た
早
い
例
は
源
氏
物
語
に
あ
る
。 

 

・
な
き
人
を
し
の
ぶ
る
宵
の
村
雨
に
濡
れ
て
や
来
つ
る
山
時
鳥
（
光
源
氏 

幻 

五
七
五
） 

 

村
雨
は
、
八
代
集
で
は
万
葉
歌
一
例
を
再
録
し
た
拾
遺
集
以
後
、
千
載
集
二
例
、

新
古
今
集
五
例
と
増
加
、
平
安
後
期
に
そ
の
情
感
が
見
直
さ
れ
た
題
材
。 

○
雲
間
―
空
間
的
に
は
雲
の
絶
え
間
、
時
間
的
に
は
雨
の
あ
が
っ
た
時
を
い
う
。
空

間
的
に
は
月
の
光
が
も
れ
る
雲
の
絶
え
間
で
あ
り
、
時
間
的
に
は
、
時
鳥
の
一
声

の
聞
こ
え
て
き
た
村
雨
の
晴
れ
間
で
あ
る
。 

○
月
影
契
る
小
夜
の
一
声
―
右
方
が
「
い
か
に
契
れ
る
に
か
」
と
疑
問
を
発
し
て
い

る
よ
う
に
詞
足
ら
ず
で
わ
か
り
に
く
い
。
村
雨
の
後
、
雲
間
か
ら
月
影
が
射
す
の

と
と
も
に
約
束
で
も
し
た
か
の
よ
う
に
時
鳥
の
一
声
が
聞
こ
え
て
き
た
様
子
を
い

い
た
か
っ
た
の
か
、
と
推
測
す
る
。
「
小
夜
の
一
声
」
は
、
待
た
れ
待
た
れ
て
聞

く
時
鳥
の
貴
重
な
一
声
を
表
現
す
る
常
套
句
。 

▽
和
歌
史
の
上
で
、
賞
美
の
対
象
と
し
て
期
待
さ
れ
る
景
物
の
と
り
あ
わ
せ
と
し

て
、
時
鳥
と
月
が
固
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
中
で
、
そ
れ
ら
を
擬
人
化
し

て
、
時
鳥
が
月
を
待
っ
た
り
、
互
い
に
誘
い
あ
っ
た
り
す
る
と
い
う
発
想
の
歌
が
出

て
く
る
。
時
鳥
の
出
現
す
る
五
月
雨
や
村
雨
の
時
分
に
は
、
月
を
見
る
こ
と
が
稀
な

の
で
、
そ
の
折
の
両
者
の
風
情
も
好
ん
で
詠
ま
れ
た
。
新
古
今
時
代
以
後
に
例
が
多

い
。
１３
も
そ
の
線
上
に
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。 

 

・
有
明
の
月
や
ま
ち
つ
る
時
鳥
、
、
夜
ぶ
か
き
空
を
鳴
き
て
過
ぐ
な
る
（
「
郭
公
」
拾
玉

集 

四
四
八
九
） 

 

・
五
月
雨
の
雲
に
成
行
く
夏
の
夜
の
月
影
し
の
ぶ
時
鳥
、
、

か
な
（拾
玉
集 

二
九
九
〇
） 

 

・
五
月
雨
の
月
は
つ
れ
な
き
深
山
よ
り
ひ
と
り
も
出
づ
る
時
鳥

、
、
、
、
、
、
、
、
、
か
な
（
藤
原
定
家
朝

臣 

新
古
今
集 

夏 

二
三
五
・
老
若
五
十
首
歌
合 

建
仁
元
年
二
月
） 

 

本
歌
合
に
お
い
て
も
、
次
の
讃
岐
歌
２０
や
良
経
歌
１７
は
そ
れ
で
あ
る
。 

 

・
五
月
雨
の
雲
間
の
月
の
晴
れ
行
く
を
し
ば
し
待
ち
け
る
時
鳥

、
、
、
、
、
、
、
、
、
か
な
（
２０ 

新
古

今
集 

夏 

二
三
七
） 

 

・
五
月
雨
を
い
と
ふ
と
な
し
に
時
鳥
、
、
人
に
待
た
れ
て
月
を
待
ち
け
る
（
１７ 

秋
篠

月
清
集 

一
〇
六
二
） 

な
お
、
和
歌
史
に
お
け
る
時
鳥
・
月
・
五
月
雨
の
関
係
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
ひ
と
り

も
い
づ
る
時
鳥
か
な
―
定
家
の
歌
―
」
（
『
光
華
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
二

九
集 

平
成
三
年
一
二
月
）
に
詳
し
い
。 

１４ ○
岩
根
ふ
み
重
な
る
山
―
岩
を
踏
み
越
え
て
ゆ
く
幾
重
に
も
重
な
っ
た
山
々
の
意
。 

 

巌
（
い
は
ほ
）
が
高
く
聳
え
て
い
る
よ
う
な
岩
で
あ
る
に
対
し
て
、
岩
根
は
ど
っ

し
り
と
地
面
に
根
を
下
ろ
し
た
よ
う
な
安
定
し
た
岩
を
い
う
。
山
に
登
る
と
き
踏

み
し
め
て
い
く
岩
盤
。
本
歌
に
お
い
て
は
、
恋
愛
の
障
害
と
な
る
も
の
の
比
喩
で

あ
る
が
、
１４
は
そ
れ
を
困
難
な
旅
の
道
の
実
景
に
変
化
さ
せ
て
い
る
。 

○
分
捨
て
―
分
け
入
っ
て
は
分
け
捨
て
て
、
の
意
。
果
敢
に
後
戻
り
し
な
い
で
旅
路

を
先
へ
進
む
様
子
で
あ
る
。
こ
の
句
は
、
正
治
初
度
百
首
の
慈
円
歌
が
初
出
例
。 

 

・
さ
牡
鹿
の
夏
野
の
草
を
分
け
す
て
て
太
山
の
秋
に
う
つ
る
初
声
（
六
四
〇
） 

○
花
も
い
く
へ
の
跡
の
白
雲
―
「
も
」
は
上
句
の
「
重
な
る
山
」
の
幾
重
に
対
し
て

の
累
加
を
表
す
。
「
白
雲
」
は
遠
山
桜
の
比
喩
。
花
も
、
山
の
連
な
り
そ
の
ま
ま

に
幾
重
の
白
雲
と
な
っ
て
後
の
方
に
連
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
。 

難
陳
・
判
詞 

○
い
か
に
契
れ
る
に
か
―
ど
の
よ
う
に
契
っ
て
い
る
と
い
う
の
か
、
の
意
。
「
月
影

契
る
」
と
い
う
表
現
の
意
味
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
発
言
で
あ
る
。 


